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学学  年年  歴歴  （（２２００２２００年年度度））  

日程 事項 

前
期
（
４
月
１
日
～
９
月
３０
日
） 

第
１
タ
ー
ム
（
4
月
8
日
～
6
月
８
日
） 

４月１日（水）～７日（火） 春季休業 

４月２日（木） 入学式 

４月２日（木）～７日（火） オリエンテーション 

４月２日（木）～７日（火） 定期健康診断 

４月８日（水） 前期授業開始 

４月８日（水）～２１日（火） 前期履修手続期間 

５月１９日（火）～６月１日（月） 補講週（６時限に補講を行う週） 

６月２日（火）～６月８日（月） 第１ターム試験期間（通年・セメスター科目は授業を行う） 

第
２
タ
ー
ム
（
６
月
９
日
～
８
月
12
日
） 

６月１４日（日） 開学記念日 

７月１４日（火）～７月２９日（水） 補講週（６時限に補講を行う週） 

７月３０日（木）～８月１２日（水） 前期定期試験 

8 月 6 日（木） 平和記念日（全学休業日） 

８月９日（日） ホームカミングデー 

８月１３日（木）～９月３０日（水） 夏季休業 

８月１３日（木）・１４日（金） 全学休業日 

後
期
（
１０
月
１
日
～
３
月
３１
日
） 

第
3
タ
ー
ム
（
10
月
1
日
～
11
月
26
日
） 

１０月１日（木） 後期授業開始 

１０月１日（木）～１４日（水） 後期履修手続期間 

１０月 2４日（土）・2５日（日） 大学祭 

１１月 6 日（金）～１１月１９日（木） 補講週（６時限に補講を行う週） 

１１月２０日（金）～１１月２６日（木） 第３ターム試験期間（通年・セメスター科目は授業を行う） 

１1 月 23 日（月・勤労感謝の日） 月曜日の授業・試験実施 

第
4
タ
ー
ム
（
11
月
27
日
～
2
月
10

日) 

１１月２７日（金） 防火・防災訓練の日 

１２月２２日（火）～１月３日（日） 冬季休業 

１月１５日（金） 大学入学共通テスト準備（授業は行わない） 

１月１８日（月）～１月２９日（金） 補講週（６時限に補講を行う週） 

２月１日（月）～２月１０日（水） 後期定期試験 

２月１１日（木）～３月３１日（水） 学年末休業 

３月２３日（火） 卒業式 
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【授業について】 

● 授業科目 

授業科目は講義、演習、実験、実習、実技などに区分され、それぞれ授業時間や単位数が異なってい

ます。また、修了のために必ず取得しなければならない「必修科目」や一定の科目群の中から選択して

単位を取得しなければならない「選択科目」などがあります。 

 

● 授業時間 

日々の授業は次の時間に行われます。 

注）６時限は補講用で、通常の授業は行いません。 

 

● 開講区分 

本学は２学期制（セメスター制）と各期をさらに半分に分けた４学期制（クォーター制）を併用して

授業を開講しており、授業科目は開講区分により、次のように分けられます。 

通年科目 年間を通して開講 

前期科目 前期半年間に開講 

 

 

第1ターム科目 前期半年間の前半に開講 

第2ターム科目 前期半年間の後半に開講 

後期科目 後期半年間に開講 

 

 

第3ターム科目 後期半年間の前半に開講 

第4ターム科目 後期半年間の後半に開講 

集中講義科目 ※ 特定の期間に集中して開講 

 ※ 基本的には、前期又は後期に開講する授業科目ですが、諸般の理由により集中開講となるものです。 

 

● 単位 

それぞれの授業科目には単位数が決められています。 

１単位を修得するためには、教室内での授業等の時間及び教室外での自主的な学修時間、合わせて45時

間の学修をする必要があります。なお、45時間のカウントについては、講義、演習、実技、実習によっ

て原則的に次のようになっています。 

区 分 
大学の授業で

の学修時間 

授業時間外の自主的

な学修時間 
合 計 

講 義 15時間 30時間 45時間 

演 習 30時間 15時間 45時間 

実 習 

実 技 
30～45時間 0～15時間 45時間 

 

● 休講・補講・教室変更 

休講・補講・教室変更がある場合には、その都度、学内のデジタルサイネージ（電子掲示板）に掲載

します。また、「いちぽる」でも情報を得ることができます。学外からアクセスするには「おうちhunet

（VPN接続サービス）」の設定が必要です。 

 

● 自然災害や交通機関の運休時の授業 

暴風雨などの自然災害やストライキ等によって公共交通機関の運行に支障が生じたり、その恐れがあ

る場合は状況に応じて授業を休講とする場合があります。その取扱いは次のとおりとします。 

１ 授業の実施が困難な場合の判断基準 

１時限    ９：００ ～ １０：３０ 

２時限   １０：４０ ～ １２：１０ 

３時限   １３：００ ～ １４：３０ 

４時限   １４：４０ ～ １６：１０ 

５時限   １６：２０ ～ １７：５０ 

６時限   １８：００ ～ １９：３０ 



 (1) 広島地方気象台から広島市に暴風警報、暴風雪警報又は気象等に関する特別警報のいずれかが発表

された場合 

 (2) 暴風雨などの自然災害やストライキ等により、アストラムライン及び高速4号線を通過する広島電

鉄バスの双方が全面的に運行停止となった場合 

２ 休講等の取扱い 

 (1) 授業開始後に上記１のいずれかの事由が発生した場合は、その後に開始される授業を休講にします。 

 (2) 授業開始前に上記１のいずれかの事由が発生している場合は、発生した時間により次のとおり休講

とします。 

  ○ 午前７時の段階で上記１の事由が発生している場合は、午前中の授業は休講 

  ○ 午前10時の段階で上記１の事由が継続している場合は午後の授業もすべて休講 

３ 避難情報の「警報レベル」について 

  災害が発生し、または発生する恐れがある場合に、自治体から発令される避難情報の「警戒レベル」

は、休講の判断基準となりませんが、本学・自分の居住地域・通学途上の地域に『避難勧告』（警戒レベ

ル４）以上が発令されている場合は、自分や家族の身の安全を最優先に考え、授業に出席するか欠席す

るかを判断してください。 

欠席しても、「欠席扱い」とはなりませんので、後日、担当教員に事情説明を行い、授業の指示を仰い

でください。（定期試験の場合は、１週間以内に「追試験受験願」を教務グループに提出してください。） 

なお、本学は安佐南区の「緊急避難場所」に指定されています。 

４ その他 

  上記１の判断基準に該当しない自然災害（地震など）及びそれに伴う交通機関の運行停止などが発生

した場合の休講等についてはその都度お知らせします。 

 

● 講義等を欠席する場合の手続き 

病気やケガによる入院等、やむを得ない事情により講義等を欠席する場合は、その講義等の担当教員

まで申し出てください。 
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【芸術学研究科の概要】 
 
● 人材育成の目標 

 芸術学研究科は、文化芸術の創造及び発展をけん引できる、卓越した創作研究能力及び芸

術理論に関する高度の専門性を有した人材の育成を教育理念とし、美術、デザイン・工芸に

関する卓越した制作・研究能力を培い、地域文化振興と国際文化交流において指導的な役割

を果たす、理論を踏まえた高度の専門性を有する人材を育成することを目標としています。 

 

● 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

○ 博士前期課程 

 芸術学研究科は、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、以下の技術や能力を身につ

けたうえで、以下の修了作品 (研究報告書を含む)又は修士論文を提出して審査に合格し

た学生に対して修了を認定し、修士（芸術）の学位を授与します。 

・ 研究分野の創作・研究活動において高度な能力を有する。 

・ 研究分野の創作・研究活動における多様な素材や技術に関して高度な能力を有する。 

・ 地域や国際社会と関わりながら、芸術と社会に関する豊かな学識と経験を有する。 

・ 修了作品にあっては、専門的な技術をもち、独創的な表現を追求した作品 

・ 修士論文にあっては、文献を十分に調査したうえで、独自な洞察を行っている論文 

 

○ 博士後期課程 

 芸術学研究科は、所定の期間在学し、所定の単位を修得し、以下の技術や能力を身につ

けるか、それと同等以上の学力があると確認された上で、以下の研究作品及び博士学位論

文を提出して審査に合格した学生に対して修了を認定し、博士（芸術）の学位を授与しま

す。 

・ 研究分野の創作・研究活動において卓越した能力を有する。 

・ 研究分野の創作・研究活動における多様な素材や技術に関して卓越した能力を有する。 

・ 地域や国際社会と関わりながら、芸術と社会に関する高度な学識と経験を有する。 

・ 研究作品にあっては、高度に専門的な技術をもち、独創的で卓越した表現を追求した

うえで、更なる芸術上の展開が期待できる作品 

・ 博士学位論文にあっては、適切なテーマを設定し、文献を十分に調査した上で、独自

な洞察を行い、的確な構成と表現によって一貫した主張を行っている論文 

 

● 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 芸術学研究科は、文化芸術の創造･発展をけん引することを理念とし、美術、デザイン・工

芸に関する卓越した創作研究、および芸術理論に関する研究の能力を培うことにより、地域

文化振興と国際文化交流において指導的な役割を果たし、理論を踏まえた高度の専門性を有

する人材を育成することを目的として、教育課程を次のように編成します。 

○ 博士前期課程 

１．幅広い視野から芸術を理解し、深い教養を身につけることができるよう、全研究科共

通科目群を教育課程に組み入れます。 
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２．専門分野における知識・技能を養うための科目を開設し、研究指導を行います。 

・ 専門的な創作と理論の研究および発表 

・ 創作を基礎づける理論に習熟するための芸術学関連講義 

・ 理論構築能力を養う論文作成の演習 

・ 分野を超えた造形演習や語学演習 

・ 国際的、社会的な環境における創造に関わる研究実践 

 

○ 博士後期課程 

 専門分野に必要な深い学識と高度な研究能力を養うための科目を開設し、研究指導を行

います。 

・ 高度で専門的な創作の研究および発表 

・ 専門的な理論研究と高度な理論構築能力を養う論文作成の演習 

・ 専門領域での探究を基に領域を超えた横断的な研究実践 

 

● 入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 芸術学研究科では、次のような人の入学を求めています。 

１．美術、デザイン・工芸に関する高度な創造や表現を行うために、卓越した制作・研究能

力を身につけたい人。 

２．自らの創造や表現の幅を広げるために、多様な素材や技術に関する専門的な知識を学び

たい人。 

３．芸術理論研究を通して，芸術に対する高度な感性と思考力を身につけ、幅広い芸術文化

に関わる専門的な知識・研究能力を身につけたい人。 

４．地域文化振興と国際文化交流において指導的な役割を果たすために、芸術と社会に関す

る豊かな学識と経験を身につけたい人。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博 士 前 期 課 程 
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【博士前期課程について】 
 
Ⅰ 芸術学研究科博士前期課程の概要 
 
１ 教育・研究の特色 

⑴ 近年、急速な縮退を危惧されている日本独自の伝統的な美術、工芸等の芸術文化に対

し、古典研究を重視することにより貴重な伝統の継承を行うとともに、現代の視点に立

って新たな美術・工芸等の創造に寄与すべく、21 世紀を展望した美術、工芸教育・研

究を行います。 
⑵ 技術革新により多様に展開される新素材、新技法への研鑚を深めるとともに、急進展

を遂げつつあるコンピュータをもととした多岐にわたる表現メディア、特に映像メデ

ィアヘの研究に取り組み、新たな造形表現の創出のための研究を行います。 
⑶ 単科大学が多い芸術系大学のなかで、国際学部、情報科学部との 3 学部構成という

特色を活かし、これまで教員の共同研究を他学部との連携による教育・研究を実施して

きたところであり、大学院においても、引き続き国際学研究科及び情報科学研究科との

連携を図り、学際的な教育・研究を実施します。 
⑷ 全人格的人間形成を目指した教育を通じて、豊かな学識を養い、論理的な思考力を鍛

えることにより、造形上の創作作品を通しての感性的な自己表現のみならず、著作物等

を通しての文章表現など多様な表現力を有する芸術家の養成を行います。 
 
２ 養成する人材 

 美術、デザイン、工芸に関する幅広い知識と高度な技術、深い感性を体得させ、その基

礎となる豊かな学識を養うことにより、将来、作家、デザイナー、教育者、研究者、学芸

員（キュレーター）、ギャラリストなどの領域において指導的な役割を果たすことができ

る、幅広い視野と高度な表現力を持った人間性豊かな専門家を養成することを目標とし

ます。 
 
３ 研究科の構成 

 芸術学研究科の博士前期課程は、造形芸術専攻の 1 専攻で次の６研究領域によって構

成します。 
① 日本画に関する教育・研究を行う日本画研究領域 
② 油絵に関する教育・研究を行う油絵研究領域 
③ 彫刻に関する教育・研究を行う彫刻研究領域 
④  現代美術に関する教育・研究を行う現代表現研究領域 
⑤  デザインと工芸に関する総合的な教育・研究を行う造形計画研究領域 
⑥ 美学・美術史に関する教育・研究を行う芸術理論研究領域 
※ ①～⑤の研究分野の名称を総じて使用する場合には「芸術実技研究領域」と記しま

す。 
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４ 教育・研究内容の概要 
 本研究科では、広範な活動領域において持続的な創作活動を行うことができるよう、基

礎から応用まで、高度な創作能力を育成するための体系的な教育を行います。授業科目は、

次の構成のとおりです。 
⑴ ４研究科共通の全研究科共通科目 

 高度な専門的知識と能力をもつ研究者や専門職業人を目指す者たちが、専攻する専

門分野の狭い研究領域に閉じ込もることなく、常に旺盛な知的好奇心、多様な問題意識、

学際的関心を持ち続けることができるように、４研究科共通の選択必修科目が設けて

あります。この科目群は、人文、社会、自然、芸術など既存の縦割りによる学問領域を

超えて、より広範な９科目から成る横割の学際的な授業科目で編成されています。 
 

⑵ 基礎理論科目及び専攻開設科目からなる研究科開設科目 
 基礎理論科目では、広く芸術に関する幅広い視野と識見を養うため、芸術の理論、歴

史等を教授し、実技と演習によって構成される専攻開設科目と合わせて、芸術の理論と

実践の有機的な連携を図っていきます。 
 

５ 各研究領域の教育・研究内容 
⑴ 日本画研究領域 

日本画の表現及び技法、材料の理解と造形感覚を修得させ、各自の現代における個性

的な創作力の育成を図る。教育課程の編成に当たっては、各人の個性的な創作力の育成

を主体とする研究室と、創作力の育成及び古典模写を通して技法や材料の研究を深め

る研究室の二本立てとし、指導の多角化を図る。 
 

⑵ 油絵研究領域 
油彩の技法及び材料の理解と実践による造形感覚を修得するとともに、西洋画の絵

画構造や理論について研究し、各自の個性的な創作力の育成を図る。教育課程の編成に

当たっては、技法や材料の研究を通して創作力を養う研究室、各人の個性的な創作力の

育成を主体とする研究室、版画研究を軸に創作力を育成する研究室により構成し、多角

的な研究指導に配慮する。 
 

⑶ 彫刻研究領域 
 学部で修得した基礎的技術を一層高度な芸術性の高いものとするため、塑造、木彫、

石彫、金属、ミクストメディア、セラミックスの各工房において、独創的な彫刻の研究

を深める。 
 教育課程の編成に当たっては、主要な素材、技法の種別にしたがって２つの研究室によ

り構成し、多角的な研究指導に配慮する。 
 
⑷ 現代表現研究領域 

素材や技法にとらわれず、現代に必要とされる芸術表現の研究とともに作品のコン

セプト、プレゼンテーションを重視し、アートマネージメント等にも対応できる人材の
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育成と指導を行う。 

 現代表現研究では学部において従来の専門分野での基礎を十分修得した学内外の学生

のうち、特に横断的指向性の高い学生が、更にその研究を博士前期課程において促進さ

せることを目的とする。 

 
⑸ 造形計画研究領域 

 デザイン及び工芸の使命である「高次元の生活文化の創造」を基盤に据え、独自の美

意識を探究し、総合的な視点に基づき、より高度で専門的な造形研究を行う。 
 教育課程の編成に当たっては、多様化、多角化する生活文化や社会環境の中で総合的

な視点から考察することを目的として、６つの研究室によって構成し、生活社会を取り

巻く諸問題、諸課題への理解と認識を深めるとともに、新たな造形表現の創出と具現化

に向けた研究指導に配慮する。 
 

⑹ 芸術理論研究領域 

 現代の多様化した芸術表現や社会の要請に対応して、理論研究者、学芸員、ギャラリ

スト等と創作者が一体となって芸術活動に取り組む例が多く見られており、理論と実

践の連携の必要性がより高まっている。 

 芸術理論研究では、美学、美術史等における理論的な分析や考察の能力を訓練して、

高度な専門研究を遂行するための指導を行い、芸術に対する感性と思考力を兼ね備え

て幅広く芸術文化に関わる分野で活躍する人材を育成する。 

 
Ⅱ 入学から修了まで 
 
１ 主指導教員と副指導教員の決定 

 博士課程前期においては、主指導教員が徹底した個別的研究指導を行い、副指導教員は

これを補佐します。 
 学生は、「主指導教員希望届」を大学事務局芸術学部分室（以下「事務局分室」という。）

へ提出してください。副指導教員については、主指導教員と相談の上、芸術実技研究では

実技、理論の各分野から１名ずつ希望する教員を、芸術理論研究では理論分野から希望す

る教員を選び、その教員の了承を得て「副指導教員希望届」を事務局分室へ提出してくだ

さい。（なお，希望する場合は，他研究室の教員 1 名を副指導教員として追加することが

できます。）「主指導教員希望届」と「副指導教員希望届」の提出は、それぞれ 2020 年 4
月 21 日（火）と 5 月 8 日（金）までに行ってください（様式は 12～14 頁参照）。 
 なお、学生は、指導教員の変更を希望する場合には、主指導教員及び副指導教員の承認

を得たうえで所定の「指導教員変更願」を研究科長に提出することができます。研究科長

は「指導教員変更願」が提出された場合には、主指導教員の所見等を参考にし、指導教員

の変更を認めることができます（様式は 17・18 頁参照）。 
 
２ アドバイザー教員について 

 希望する場合は、情報科学研究科の教員に「アドバイザー教員」となっていただき、届
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け出た上で、アドバイス指導を受けることができます。「アドバイザー教員希望届」を、

随時、事務局分室まで提出してください（様式は 19 頁参照）。届の提出に当たっては、

主指導教員および情報科学研究科の当該教員の承認を必要とします。 
 
３ 履修手続について 

履修手続は、2020 年 4 月 8 日（水）から 21 日（火）までの間に行い、期限厳守の上、

事務局教務グループまで「履修届」（大学情報サービスシステムの「履修登録科目確認票」）

を提出してください。「履修届」の提出に当たっては、主指導教員の承認を必要とします

ので、必ず主指導教員と相談の上、履修科目の選択をしてください。 
原則 4 月に前・後期両方の履修登録を行います。後期履修手続期間は、10 月 1 日（木）

から 14 日（水）です。前期に登録した履修内容の変更を行う場合は、この期間に手続き

をしてください。 
 
４ 修了必要単位数について 

 修了必要単位は、33 単位以上とし、その内訳は以下のとおりです。 

○ 全研究科共通科目及び選択科目 4 単位 
○ 研究科開設科目   29 単位 

 必修科目   3 単位 
 基礎理論科目 8 単位 
 選択必修科目  

  造形総合研究 16 単位 
  造形特別研究 2 単位 

 
５ 修了要件について 

 博士前期課程を修了するためには、大学院に 2 年以上在学し、前述の所定の単位を修

得し、必要な研究指導を受けたうえで修了作品（研究報告書を含む）又は修士論文を提出

し、その審査と試験に合格する必要があります。秋季（9 月）修了を希望する学生は指導

教員及び事務局教務・研究支援室教務グループに相談してください。 
 
６ 研究計画書の作成と提出について 

 学生は、年度当初に主指導教員の指導に基づき、研究目的、作品・論文の概要、今後の

スケジュール等について記載した「研究計画書」を作成し、2020 年 5 月 8 日（金）まで

に事務局分室へ提出してください。研究計画書の提出にあたっては、主指導教員及び副指

導教員の承認を得てください（様式は 15・16 頁参照）。 
 
７ 修了作品、研究報告書（小論文）又は修士論文の作成と提出について 

 博士前期課程の修了要件を満たす見込みがつき、学位の審査を受けようとする学生は、

2021 年 1 月 7 日（木）16 時までに、芸術実技研究の学生は、「修了作品等審査願」とと

もに修了作品（「修了作品目録」により提出）及び研究報告書（小論文）を、芸術理論研
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究の学生は「修士論文審査願」とともに修士論文を事務局分室まで提出してください（様

式は 23～25 頁参照）。 
 修了作品及び研究報告書（小論文）又は修士論文等の審査は、指導教員によって構成す

る審査委員会が行います。審査委員会は、必要に応じて専攻以外の教員等の協力を得るも

のとします。 
 

【論文等審査基準】 
論文等の審査に当たっては、以下の観点に基づき、総合的に判定を行います。 

 
【修了作品審査基準】 

1. 学位授与にふさわしい質と量があること。 
2. 独自の研究を踏まえた創造性を有すること。 
3. 素材や技術の研究を踏まえた表現力を有すること。 

 
【研究報告書審査基準（芸術実技研究）】 

1. 研究テーマが妥当であること。 
2. 先行研究や関連資料を充分に踏まえていること。 
3. 設定された問題を整合性と一貫性をもって考察していること。 
4. 研究が独創性を有すること。 

 
【修士学位論文審査基準（芸術理論研究）】 

1. 研究テーマと問題設定が妥当であること。 
2. 先行研究や関連資料を充分に踏まえていること。 
3. 設定された問題を整合性と一貫性をもって考察していること。 
4. 研究が独創性を有すること。 

 
８ 学位について 

 修了必要単位数を満たした上で、修了作品及び研究報告書（小論文）又は修士論文が審

査に合格すると、研究科委員会の判定を経て学位が授与されます。学位の名称は「修士(芸
術)」となります。 

 

９ 教育職員免許状について 
 中学校教諭一種免許状（美術）と高等学校教諭一種免許状（美術又は工芸）を取得して

いる者は、別表の科目 24 単位を修得することにより、美術又は工芸の専修免許状を取得

することができます（65 頁参照）。 
 芸術学研究科で取得できる教育職員免許状は次のとおりです。 

中学校教諭  専修免許状 美術 
高等学校教諭 専修免許状 美術 
高等学校教諭 専修免許状 工芸 
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10 海外学術交流協定大学への派遣について 
  広島市立大学では、以下のとおり海外学術交流協定大学への学生派遣（半年または 1 年

の派遣留学）を実施しています。この学生派遣に参加を希望する人は、計画的な履修計画

をたてるとともに、必要な外国語の修得に努めてください。 
協定大学名 
（募集人数） 

国・都市

名 
派遣対象者 主 な 内 容 必要な語学力の目安 

ハワイ大学 

マノア校 

（２名） 

アメリカ 

ホノルル 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

美術史、美術、ダンス、

演劇、舞台美術 

・英語：TOEFL520 点（ＩＢＴ

68）以上。 

・応募時の累積 GPA が学部生

は 2.7 以上、大学院生は 3.0

以上であること。（加えて、学

部生は、所属学部・学科の累

積成績上位 40％にはいって

いること。） 

アラヌス大学 

（３名） 

ドイツ 

アルフター 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

油絵、彫刻、建築等 ・勉学の指導を受け、生活に

必要なコミュニケーション

を取るための十分な語学力

（ドイツ語または英語）を有

していること。 

※出願後、学内で別途ドイツ

語試験を実施。 

ハノーバー 

専科大学 

（若干名） 

ドイツ 

ハノーバー 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

≪第 3学部（情報、マス

メディア・デザイン学部

≫ 

現代美術、舞台美術、衣

装デザイン、プロダクト

デザイン、コミュニケー

ションマネージメント、

ジャーナリズム、グラフ

ィックデザイン等 

・勉学の指導を受け、生活に

必要なコミュニケーション

を取るための十分な語学力

（ドイツ語または英語）を有

していること。 

※出願後、学内で別途ドイツ

語試験を実施。 

ベルリン・ 

バイセンゼー 

芸術大学（２名） 

ドイツ 

ベルリン 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

≪美術学部・デザイン学

部≫美術理論・美術史、

彫刻、絵画、テキスタイ

ル・サーフェイスデザイ

ン、ファッションデザイ

ン、舞台美術・衣装デザ

イン、コミュニケーショ

ンデザイン、プロダクト

デザイン等 

・勉学の指導を受け、生活に

必要なコミュニケーション

が取れるだけの十分な英語

学力を有していること。 

※ドイツ語：独検２級相当、

または英語：TOEIC400 点以

上。 

※出願後、学内で別途ドイツ

語試験を実施。 

西南大学 

（２名） 

中国 

重慶 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

中国語コースに所属 

≪芸術学院≫ 

中国画、油絵、彫刻、美

術教育、視覚デザイン等 

 

・基礎的な中国語能力を有す

ること。 

※出願後、学内で別途中国語

試験を実施。 



― 9 ―

＊表の記載事項は募集時期の状況により変更している場合がありますので、詳細は国際交流推進センター

へお問い合わせください。 
※その他の協定校情報については、国際交流推進センターへお問合せ下さい。 
 
〇 募集時期 

  原則として、派遣開始時期の１年前に全学で掲示により募集を開始します。 

≪○秋出発→前年１１月募集開始、○春出発→前年５月募集開始≫ 

〇 派遣期間 

  半年、または１年間 

〇 選考 

  提出書類、成績等をもとに学部選考委員会が面接等を行い、所属する学部・研究科の推薦等を経て派

遣候補者を決定し、応募者に結果を通知します。なお、学内選考の合格は、留学先大学の受入を保証

するものではありません。受入れの最終的な可否は、留学先大学が決定します。 
 

上海大学 

（２名） 

中国 

上海 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

≪美術学部≫ 

ファインアート、映画、

デジタル芸術等 

※但し、HSK５級未満の

場合は、中国語コースに

所属となり、学部クラス

を履修するには上記語

学要件を満たす必要が

ある。 

・基礎的な中国語能力を有

すること。 

※出願後、学内で別途中国

語試験を実施。 

西京大学校 

（３名） 

韓国 

ソウル 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

韓国語コースに所属 

デザイン、映像・メディ

ア、ミュージカル演劇学 

・基礎的な韓国語能力を有

すること。 

※出願後、学内で別途韓国

語試験を実施。 

梨花女子大学校 

（２名） 

韓国 

ソウル 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

ファッション、視覚デザ

イン造形、彫刻、メディ

アデザイン、工業デザイ

ン等 

・授業を理解できるだけの

十分な言語能力（韓国語ま

たは英語のいずれか）を有

していること。 

※出願後、学内で別途韓国

語試験を実施。英語につい

ては、TOEFL520 点（ＩＢＴ

68 点）相当以上の能力を有

すること。 

・応募時の累積 GPA が学部

生は 2.7 以上、大学院生は

3.0 以上であること。 

エミリー・カー 

美術デザイン大

学 

（２名） 

カナダ 

バンクーバ

ー 

 

派遣時に学部

３年次以上、ま

たは大学院生 

美術（Fine Arts）、フォ

トグラフィ、イラストレ

ーション、グラフィック

デザイン、産業デザイ

ン、アニメーション等 

・勉学の指導を受け、生活

に必要なコミュニケーショ

ンが取れるだけの十分な英

語能力を有していること。 

※英語 TOEIC400 点以上。 
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Ⅲ　指導教員及び授業の概要

　１　芸術学研究科(博士前期課程)指導教員一覧

専攻 研究領域 研究室
教　授 今村　雅弘
准教授 荒木　亨子
教　授 藁谷　　実
准教授 前田　　力
教　授 森永　昌司
講　師 原　　崇浩
准教授 石黒賢一郎
講　師 菅　　亮平
准教授 志水　児王
准教授 釣谷　幸輝
教　授 前川　義春
准教授 田中　圭介
教　授 伊東　敏光
教　授 チャールズ・ウォーゼン
教　授 鰕澤　達夫
講　師 古堅　太郎
教　授 納島　正弘
准教授 中村　　圭
教　授 吉田　幸弘
講　師 藤江竜太郎
教　授 笠原　　浩
講　師 城井　　文
教　授 南　　昌伸
教　授 永見　文人
教　授 倉内　　啓
准教授 野田　睦美
教　授 大塚　智嗣
講　師 青木　伸介
准教授 城市真理子
准教授 石松　紀子

理論担当指導教員
美 学 准教授 城市真理子
美 術 史 准教授 石松　紀子

現 代 表 現

造 形 計 画

油 絵 A

油 絵 B

油 絵 C

彫 刻
彫 刻 A

彫 刻 B

　造形総合理論

造
形
芸
術

芸 術 理 論 美 学 美 術 史

指導教員

染 織 造 形

漆 造 形

視 覚 造 形

立 体 造 形

映像メディア造形

金 属 造 形

現 代 表 現

日 本 画
日 本 画 A

日 本 画 B

油 絵
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２　芸術学研究科（博士前期課程）授業科目の一覧 　

講義名 単位数
必　要
単位数

年次 履修期 形態 代表教員名 備考

人間論Ａ（人文・社会科学） 2 1・2 前期 柿木  　伸之

人間論Ｂ（自然科学） 2 1・2 前期 集中 戸田山　和久

国際関係と平和 2 1・2 後期 吉川　　　元

ヒロシマと核の時代 2 1・2 前期 ロバート・ジェイコブス

日本論 2 1・2 後期 山口　　えり

科学技術と倫理 2 1・2 前期 集中 八重樫  　徹

情報と社会 2 1・2 前期 集中 神野　　　新

道具論 2 1・2 後期（第４ターム） 吉田　　幸弘

都市論 2 1・2 後期（第3ターム） 吉田　　幸弘

造形応用特別研究 2 1・2 通期 集中 伊東　　敏光

専門語学演習（英語）B 1 1 後期 石松　　紀子

造形総合演習Ⅰ 1 1 後期

造形総合演習Ⅱ 1 2 前期

専門語学演習（英語）A 1 1 前期 石松　　紀子

美術史特講（日本）Ａ 2 前期

美術史特講（日本）Ｂ 2 後期

美術史特講（東洋・工芸）A 2 前期 － 2020年度は開講しない

美術史特講（東洋・工芸）B 2 通期 集中 西谷　　　功

美術史特講（西洋）Ａ 2 前期 集中 京谷　　啓徳

美術史特講（西洋）Ｂ 2 後期 集中 青野　　純子

美術史特講（現代）A 2 前期

美術史特講（現代）B 2 後期

美学特講Ａ 2 前期 － 2020年度は開講しない

美学特講Ｂ 2 後期 － 2020年度は開講しない

日本画研究Ⅰ 8 1 通期 今村　　雅弘

日本画研究Ⅱ 8 2 通期 今村　　雅弘

日本画研究（含古典研究）Ⅰ 8 1 通期 藁谷　　　実

日本画研究（含古典研究）Ⅱ 8 2 通期 藁谷　　　実

油絵研究ＡⅠ 8 1 通期 森永　　昌司

油絵研究ＡⅡ 8 2 通期 森永　　昌司

油絵研究ＢⅠ 8 1 通期 石黒　賢一郎

油絵研究ＢⅡ 8 2 通期 石黒　賢一郎

油絵研究ＣⅠ 8 1 通期 志水　　児王

油絵研究ＣⅡ 8 2 通期 志水　　児王

彫刻研究ＡⅠ 8 1 通期 前川　　義春

彫刻研究ＡⅡ 8 2 通期 前川　　義春

彫刻研究ＢⅠ 8 1 通期 伊東　　敏光

彫刻研究ＢⅡ 8 2 通期 伊東　　敏光

造形計画研究Ⅰ 8 1 通期 倉内　　　啓

造形計画研究Ⅱ 8 2 通期 倉内　　　啓

現代表現研究Ⅰ 8 1 通期 鰕澤　　達夫

現代表現研究Ⅱ 8 2 通期 鰕澤　　達夫

芸術学研究Ⅰ 8 1 通期 城市　真理子

芸術学研究Ⅱ 8 2 通期 城市　真理子

日本画材料技法演習 2 1・2 後期 藁谷　　　実

油絵材料技法演習 2 1・2 前期 集中 佐藤　　一郎

環境造形演習 2 1・2 通期 集中 岩崎　　貴宏

視覚造形演習 2 1・2 通期 納島　　正弘

立体造形演習 2 1・2 通期 吉田　　幸弘

映像メディア造形演習 2 1・2 通期 笠原　　　浩

金属造形演習 2 1・2 通期 南　　　昌伸

染織造形演習 2 1・2 通期 倉内　　　啓

漆造形演習 2 1・2 通期 大塚　　智嗣

現代美術特別演習 2 1・2 通期 鰕澤　　達夫

国際特別研究 2 1・2 前期 城市　真理子 芸術理論研究分野の学生のみ

計 55科目 33単位
※各講義の概要（シラバス）はウェブサイトを参照のこと。（http://rsw.office.hiroshima-cu.ac.jp/OpenSyllabus/）

城市　真理子

城市　真理子1・2

4

基
礎
理
論
科
目

8

3

1・2

1・2

石松　　紀子

1・2

1・2

2

16

全
研
究
科
共
通
科
目

区分

必
修
科
目

選
択
科
目

研
　
究
　
科
　
開
　
設
　
科
　
目

選
択
必
修
科
目

造
形
総
合
研
究

造
形
特
別
研
究
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  2020 年  月  日 
広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士前期課程造形芸術専攻 

研究領域             領 域 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞  

 

主 指 導 教 員 希 望 届 

 
下記のとおり希望いたしますので、届け出いたします。 

 
記 

 

研 究 室 
研究室名  

主指導教員名                       ㊞ 

研究科在学中の研究題目とその概要 

題 

目 

 
 

研 

究 

概 

要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ この書類は、4 月 21 日（火）までに事務局芸術学部分室へ提出すること。 
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2020 年  月  日 
広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士前期課程造形芸術専攻 

研究領域             領 域 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞ 
主 指 導 
教 員 名                 ㊞ 
 

副 指 導 教 員 希 望 届 【芸術実技研究】 
 

下記のとおり希望いたしますので、届け出いたします。 
 

記 
 

実  技 

研究室名  

副指導教員名                     ㊞ 

研究室名  

副指導教員名 
（※希望する場合） ㊞ 

理  論 副指導教員名                  ㊞ 

研究科在学中の研究題目とその概要 

題 

目 
 

研 

究 

概 

要 

 

＊ この書類は、5 月 8 日（金）までに事務局芸術学部分室へ提出すること。 
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2020 年  月  日 
 

広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士前期課程造形芸術専攻 

研究領域   芸 術 理 論 領 域  

学籍番号                 

氏  名                 ㊞ 
主 指 導 
教 員 名                 ㊞ 
 

副 指 導 教 員 希 望 届 【芸術理論領域】 
 

下記のとおり希望いたしますので、届け出いたします。 
 

記 

理  論 

研究室名 美 学 美 術 史 

副指導教員名                       ㊞ 

副指導教員名                       ㊞ 

実  技 
研究室名  

副指導教員名 
（※希望する場合）                  ㊞ 

研究科在学中の研究題目とその概要 

題 

目 
 
 

研 

究 

概 

要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ この書類は、5 月 8 日（金）までに事務局芸術学部分室へ提出すること。 
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広島市立大学芸術学研究科博士前期課程 
   2020 年度  研究計画書  【芸術実技研究】 

 
専  攻  芸術学研究科博士前期課程造形芸術専攻 

研究分野                       研 究 

研 究 室                           

学籍番号                           
氏  名                         ㊞ 
 

実  技 

主指導教員 ㊞ 

副指導教員 ㊞ 

副指導教員 ㊞ 

理  論 副指導教員 ㊞ 

 

研究テーマ 
 
 

 
 
 
 
 

概  要 

1 研究目的、2 作品・論文の概要、3 スケジュール、4 これまでの研究活動の実績、5 その他 

の各項目について記載すること。本票に書ききれない場合は別紙添付のこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ この書類は、5 月 8 日（金）までに事務局芸術学部分室へ提出すること。 
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広島市立大学芸術学研究科博士前期課程 
   2020 年度  研究計画書  【芸術理論研究】 

 
専  攻  芸術学研究科博士前期課程造形芸術専攻 

研究分野  芸 術 理 論 研 究 

研 究 室  美 学 美 術 史 

学籍番号                           
氏  名                         ㊞ 
 

理  論 

主指導教員                          ㊞ 

副指導教員                          ㊞ 

副指導教員 ㊞ 

実  技 副指導教員                          ㊞ 

 

研究テーマ 
 
 

 
 
 
 
 

概  要 

1 研究目的、2 論文の概要、3 スケジュール、4 これまでの研究活動の実績、5 その他 の各

項目について記載すること。本票に書ききれない場合は別紙添付のこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ この書類は、5 月 8 日（金）までに事務局芸術学部分室へ提出すること。 



― 17 ―

年  月  日 
広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士前期課程造形芸術専攻 

研究分野             研 究 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞   

 

指 導 教 員 変 更 願 【芸術実技研究】 

 
下記のとおり       の変更を希望いたしますので、ご許可ください。 

記 

区     分 変更前 変更後 

実  技 

研究室名   

主指導教員名   

研究室名   

副指導教員名   

研究室名   

副指導教員名   

理  論 指導教員名   

＊ 上表の教員名は、変更前後の全教員の氏名を正確に記入すること。 

＊ 下承認欄には、変更前後の該当教員及び主指導教員の押印を受けること。 

 
承 認 欄 

変

更

前 

副指導教員(他) 副指導教員 理論指導教員 主指導教員 

 
 
 

   

変

更

後 

副指導教員(他) 副指導教員 理論指導教員 主指導教員 

 
 
 

   

 

主指導教員 
副指導教員 
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年  月  日 
 

広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士前期課程造形芸術専攻 

研究分野  芸 術 理 論 研 究 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞   

 

指 導 教 員 変 更 願 【芸術理論研究】 

 
下記のとおり       の変更を希望いたしますので、ご許可ください。 

 

記 

 

区     分 変更前 変更後 

理  論 

主指導教員名   

副指導教員名   

副指導教員名   

実  技 副指導教員名   

＊ 上表の教員名は、変更前後の全教員の氏名を正確に記入すること。 

＊ 下承認欄には、変更前後の該当教員及び主指導教員の押印を受けること。 

 
承 認 欄 

変

更

前 

副指導教員(実) 副指導教員(理) 副指導教員(理) 主指導教員 

 
 
 

   

変

更

後 

副指導教員(実) 副指導教員(理) 副指導教員(理) 主指導教員 

 
 
 

   

  

主指導教員 
副指導教員 
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年  月  日 
 

広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士前期課程造形芸術専攻 

研究分野                 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞ 
主 指 導 
教 員 名                 ㊞ 
 

 

2020 年度 ア ド バ イ ザ ー 教 員 希 望 届 
 
 
 

下記のとおり情報科学研究科教員にアドバイザー教員となっていただくことを希望いたしますの

で、届け出いたします。 
 

記 
 

研究科名 情報科学研究科 

アドバイザー教員名                                ㊞  

アドバイスを受ける

理由 

 

＊ この書類は、本年度内に随時、事務局芸術学部分室へ提出することができる。 
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芸芸術術学学研研究究科科「「造造形形応応用用特特別別研研究究」」実実施施要要項項 
 
 
１．［概要］ 
  将来、作家、デザイナー、教育者などの専門家として、各領域において指導的な役割を果た

す際に重要な資質となる創造性、自主性を養うことを目的とした研究で、芸術学研究科の学生

がプロジェクトに参画し、選定した課題について創作・研究する。 
 
２．［申請資格］ 
  芸術学研究科学生を申請資格者とし、複数名で編成する場合は、代表者を定めるものとする。

既履修者のプロジェクトへの協力参加は認めるが、重複して単位を認定しない。 
 
３．［研究の申請］ 
  研究プロジェクトの申請者は、「研究計画書」を事務局教務・研究支援室に提出する。なお、

申請にあたっては、研究の指導・助言を希望する主たる指導教員に事前の承諾を得ておくこと。 
 
４．［研究の実施］ 

研究プロジェクトは、主たる指導教員の助言・指導を受けて実施する。 
 
５．［研究終了の報告］ 

プロジェクトが終了したときは、実施者は速やかに「研究報告書」を主たる指導教員へ提出

する。 
 
６．［単位の認定］ 

主たる指導教員は、提出された「研究報告書」の内容を基に成績を総合的に評価するととも

に、速やかに「研究報告書」を芸術学研究科教務委員会へ提出する。 
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    年年度度  芸芸術術学学研研究究科科「「造造形形応応用用特特別別研研究究」」研研究究計計画画書書 

 

所 属      

（学籍番号） 
 
（          ） 

氏 名                                 印 
 

研究課題名 
 

 研 究 計 画      
プロジェクト実施の時期、場所、概要、実施目的、内容の詳細、本学以外の参加者がいる場合はその内訳等について 

記載すること。記載内容が多くなる場合は、別紙により補足することも可。 

 研究組織（研究代表者も記入すること。） 
所   属 

（学籍番号） 氏            名 役    割    分    担 
 

 
  

       合計      名 

希望する主たる指導教員 
 

 
所属・職 氏            名 

 
主たる指導教員承諾欄 

  
   
主たる指導教員として指導・助言することに差し支えありません。 
                         
 
                         印 

＊ 必要に応じで研究内容が分かる参考資料を添付すること。 
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    年年度度  芸芸術術学学研研究究科科「「造造形形応応用用特特別別研研究究」」研研究究報報告告書書  
 

  年  月  日 
 

所     属 
（学 籍 番 号） 

 
 

 
氏    名 

 
㊞ 

研 究 課 題 名  
 

研究組織（研究代表者も記入すること。） 
所属（学籍番号） 氏        名 役 割 分 担 

 
 
 
 

  

合計     名 
主たる指導教員 

所  属 ・ 職 氏          名  
 
 

 
㊞ 

提出物 
  研究成果の概要（A4 用紙数枚に要旨をまとめたもの） 
  プロジェクトの概要が分かる資料（写真、パンフレット等） 

 
※ 主たる指導教員使用欄 
 

成績評価 
 

 

※欄は記入しない。 
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第１号様式 
 

  年  月  日  
 
広島市立大学芸術学研究科長 殿 
 

                                                   
                                                   広島市立大学大学院芸術学研究科 

博士前期課程造形芸術専攻 
研究分野         研究 
学籍番号              

                                                        氏  名            ㊞

  
 

修 了 作 品 等 審 査 願 
 
広島市立大学大学院芸術学研究科博士前期課程修了の認定を受けるため、下記関係書類

を提出いたしますので、審査下さるようお願いします。 
 

記 

 

修了作品等審査願        ３通（原本 1、写し２） 

修了作品等目録 ４通（原本 1、写し３） 

研究報告書（小論文） ３通（原本 1、写し２） 

 

 
 
 

                                   以 上 

2021 年 1 月 7 日（木）16 時までに第２号様式と共に事務局芸術学部分室まで提出すること。 
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第２号様式 
修 了 作 品 等 目 録 

研究分野 研究 氏 名              ㊞ 

 

研究報告書（小論文）題目 

                                                                         

 
修了作品目録  

研究作品 1 
作 品 名                                                             
サイズ等                                                             
材 質 等                                                             
保管場所                                                             

 
研究作品 2 
作 品 名                                                             
サイズ等                                                             
材 質 等                                                             
保管場所                                                             

 
研究作品 3 
作 品 名                                                             
サイズ等                                                             
材 質 等                                                             
保管場所                                                             

 備考 １ 論文題名が外国語の場合は訳を付すること。 
    ２ 研究作品は、１点以上提出するものとし、各作品の写真(Ａ４サイズ)を添付すること。 
     （なお、未完成の場合は写真にその旨を記すこと。） 
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第３号様式 
 

  年  月  日  
 
広島市立大学芸術学研究科長 殿 
 

                                                   
                                                   広島市立大学大学院芸術学研究科 

博士前期課程造形芸術専攻 
研究分野  芸術理論研究 
学籍番号              

                                                        氏  名            ㊞

  
 

修 士 学 位 論 文 審 査 願 
 
広島市立大学大学院芸術学研究科博士前期課程修了の認定を受けるため、下記関係書類

を提出いたしますので、審査下さるようお願いします。 
 

記 

 

修士学位論文審査願  ４通（原本１、写し３） 

論文要旨（2000 字以内）  ３通 

学位論文  ３通 

 

論文 題目 

 

                                        
論文題名が外国語の場合は訳を付すること。 

                                       

                                   以 上 

2021 年 1 月 7 日（木）16 時までに事務局芸術学部分室まで提出すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博 士 後 期 課 程 
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【博士後期課程について】 
 
Ⅰ 芸術学研究科博士後期課程の概要 
 
１ 教育・研究の特色 

⑴ 実践と歴史的・理論的研究の結合 
 各専門領域の基礎の探究を基に領域を超えた横断的な研究を行い、造形芸術の総合

的研究を果たすことを目標にしつつ、幅広い表現能力を開発することを目指します。そ

のために、造形芸術の実践に歴史的・理論的研究を結び合わせる方式を試みます。 
⑵ 実技を踏まえた理諭的な習熟 

 各領域の実技を踏まえ理論的な習熟を目指し、それによって高度な創造と表現、享受

と理解の学術的修練と伸長を図ります。 
⑶ 地域の造形芸術活動の推進 

 高度な造形芸術に関する研究者を養成し、広く地域の造形芸術活動の活性化と蓄積

を推進し、学校や社会において美と知の融合する美術教育をも実践することができる

ように尽力することとします。 
⑷ コンピュータ、映像メディア等の統合造形活動 

 情報化の時代においてコンピュータによる造形表現、映像メディア等の多様な表現

の技術や研究を深め、地域の多岐にわたる総合造形活動を活性化し、強化していきます。 

⑸ 留学生や社会人の積極的な受入れ 
 国際化の進展やリカレント教育の充実といった時代の要請に応えるため、留学生や

社会人の積極的な受入れに努めます。 
 
２ 養成する人材 

 本研究科は以下のような人材の養成を目指します。 
⑴ 芸術家及び研究者の養成 

 芸術に関する高度な創造・表現の技術と理論を研究し、芸術文化に関する幅広い識見

を有する芸術家及び研究者を養成します。 
⑵ 創造性豊かで国際的視野を有する人材の養成 

 他領域との融合を重視し、学際的な識見を持ち、円満な人格と豊かな人間性に貫かれ、

あわせて時代に対応する創造性豊かで国際的視野を有する人材を養成します。 
 
３ 課程編成の考え方 
 各領域の実技を踏まえ理論的な習熟を目指し、より高度で幅広い表現の力の開発を図る

とともに、各領域を横断する研究を含めてより広く、より総合的な教育研究を行います。 
 この意味から、博士後期課程の教育研究組織は、複数の専攻に分割する構成を取らず、

総合造形芸術専攻の 1 専攻とします。 
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４ 編成と研究内容 
 博士後期課程の研究領域の編成とその研究内容は次のとおりです。 

⑴ 日本画研究領域 

実技と理論を通して創作研究を行う。日本画の伝統的な材料、技法、作画構成、精

神性等に及ぶ特質を研究するとともに、芸術に関する高度な学識を養い、新たな日本

画表現の創造を探究し、作家としての自立を目指す。併せて、専門の領域を超えた横

断的な研究を行い、幅広く表現能力の開発を目指す。 

 

⑵ 油絵研究領域 

実技と理論を通して創作研究を行う。油彩の技法及び材料、西洋画の絵画構造や理

論の研究を深化させるとともに、芸術に関する高度な学識を身につけ、現代における

独自の造形表現を探求し、作家としての自己確立を目指す。併せて、専門研究領域に

連関する他領域との横断的な研究を行うなかで、幅広い識見と表現能力の開発を目指

す。 

 

⑶ 彫刻研究領域 
 実技と理論の両面を通して、彫刻芸術の創造、研究を行う。彫刻を成立させるため

の諸要素に対する理論的考察を行うとともに、造形表現の独自性、空間との関連性を

主に新しい彫刻の創造、研究を行う。他領域との融合を重視し、複合的研究を行い、

併せて、時代に対応する国際的な視野を持つ人材を育成する。 

 

⑷ 現代表現研究領域 

   現代美術家として、作品コンセプトの構築、プレゼンテーションの充実、サイトス

ペシフィックな意識の徹底をはかり、理論、キュレーション、マネージメント等にも

精通した人材育成を目指すと共に、他領域との横断的な研究を行い、現代に対応でき

る国際的な視点を有するパイオニア的存在を育成する。 

 

⑸ 造形計画研究領域 
 造形計画研究における創作研究の基礎となる表現、技法、素材、精神性等の歴史的

蓄積をより高次元で理論的に考察するとともに、進展する社会や時代に対応した各研

究分野の新たな造形表現を目指す。 

 
 
Ⅱ 入学から修了まで 
 
１ 主指導教員と副指導教員の決定 

 博士後期課程においては、主指導教員が徹底した個別的研究指導を行い、副指導教員は

これを補佐します。 
 学生は、「主指導教員希望届」を大学事務局芸術学部分室（以下「事務局分室」という。）

へ提出してください。副指導教員については、主指導教員と相談の上、実技系教員１名，
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理論系教員１名を含む２名以上を選び、その教員の了承を得て「副指導教員希望届」を事

務局分室へ提出して下さい。「主指導教員希望届」と「副指導教員希望届」の提出は、そ

れぞれ 2020 年 4 月 21 日（火）と 5 月 8 日（金）までに行ってください（様式は 35・
36 頁参照）。 
 なお学生は、指導教員の変更を希望する場合には、主指導教員及び副指導教員の承認を

得たうえで所定の「指導教員変更願」を研究科長に提出することができます。研究科長は

「指導教員変更願」が提出された場合には、主指導教員の所見等を参考にし、指導教員の

変更を認めることができます。（様式は 38 頁参照）。 
 
２ アドバイザー教員について 

 希望する場合は、情報科学研究科の教員に「アドバイザー教員」となっていただき、届

け出た上で、アドバイス指導を受けることができます。「アドバイザー教員希望届」を、

随時、事務局分室まで提出してください（様式は 39 頁参照）。届の提出に当たっては、

主指導教員および情報科学研究科の当該教員の承認を必要とします。 
 
３ 履修手続について 

 履修手続は、2020 年 4 月 8 日（水）から 21 日（火）までの間に行い、期限厳守の上、

事務局教務グループまで「履修届」（大学情報サービスシステムの「履修登録科目確認票」）

を提出してください。「履修届」の提出に当たっては、主指導教員の承認を必要とします

ので、必ず主指導教員と相談の上、履修科目の選択をしてください。 
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４ 修了必要単位数について 
 博士後期課程における修了必要単位数は 14 単位（2018 年度以前に入学した者につい

ては 12 単位）です。 

履修区分 授業科目 
履修年次 履修単位数 

1 年次 2 年次 3 年次 小計 合計 

必修科目 

創作総合研究Ⅰ ※1 2     2 

12 

創作総合研究Ⅱ ※1   2   2 
創作総合研究Ⅲ ※1,2   2 2 
領域横断特別研究 ※3 2   2 
特別造形総合演習Ⅰ ※4 2     2 
特別造形総合演習Ⅱ ※4   2   2 

選択科目 

美学特講 2   2 

2 

日本美術史特講 2   2 
西洋美術史特講 2   2 
東洋美術史特講（彫刻・工芸） 2   2 
現代美術史特講 2   2 
デザイン特講 2   2 

     合  計 － － － 14 
※1 創作総合研究Ⅰ･Ⅱ・Ⅲ  主として主指導教員と副指導のもとに実技制作の研究を行う。 
※2 2018 年度以前に入学した者については、自由科目とする。 
※3 領域横断特別研究   実技系あるいは理論系教員の指導のもと、二つ以上の異なる

研究分野のテーマを学生の参加により設定し、研究を行う。 
※4 特別造形総合演習Ⅰ･Ⅱ   研究領域担当教員及び理論系教員のもとで演習を行い、芸術

についての思考的訓練を行う。 
 これらの必修科目は後期課程担当教員複数で担当し、実技系・理論系の教員が緊密な交

流と連携のもとに教育研究を行います。 
 
５ 修了要件について 

博士後期課程を修了するためには、原則として本課程に 3 年以上在学し、所定の単位を 
修得し、必要な研究指導を受けたうえで、修了作品及び論文を提出し、その審査と試験に 
合格しなければなりません。 

 
６ 研究計画書の作成と提出について 

 学生は、年度当初に主指導教員の指導に基づき、研究目的、作品・論文の概要、今後の

スケジュール等について記載した「研究計画書」を作成し、2020 年 5 月 8 日（金）まで

に事務局分室へ提出して下さい。研究計画書の提出にあたっては、主指導教員及び副指導

教員の承認を得てください（様式は 37 頁参照）。 
 指導教員は、研究計画に基づき、学生に対し修了制作及び当該作品に係る制作意図や背

景、技法、素材に関する研究等をまとめた論文作成のための研究指導を行います。なお、
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論文については理論系の教員が指導します。 
 

７ 博士学位の申請手続きについて 
 手続きの流れは以下のとおりです（詳細は 40 頁からの「広島市立大学博士学位規程芸

術学研究科内規」及び 53・54 頁のスケジュールを参照してください）。 
⑴ 博士候補者となった者は、主指導教員の指導に基づき博士学位論文及び研究作品

（以下「学位論文等」という。）を作成・制作し、学位論文等予備審査の申請を行う

ことになります。2020 年 10 月 9 日（金）16 時までに事務局教務・研究支援室教務グ

ループへ申請してください。 
⑵ 研究科委員会は、申請に基づき、当該博士候補者の主指導教員を含む研究科委員会の

委員３人以上から成る学位論文等予備審査委員会（以下「予備審査委員会」という。）

を設置します。 
⑶ 予備審査委員会の委員長は、審査の結果を研究科委員会に報告します。研究科委員会

では、学位審査に値すると判断した場合、博士候補者が博士学位授与の申請をすること

を許可します。許可を受けた者は、2021 年 1 月 6 日（水）16 時までに事務局教務・研

究支援室教務グループへ学位審査の申請を行ってください。 
 博士学位論文の予備審査の結果不合格となった者は、次回以降の予備審査に改めて

申請することができます。 
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８ 学位論文等の審査及び最終試験の実施について 
⑴ 研究科委員会は、博士候補者に博士学位授与の申請をすることを許可したときは、学

位論文等審査委員会（以下「本審査委員会」という。）を設置します。本審査委員会

は、上記の予備審査委員会の委員を中心に編成し、予備審査委員会の委員長が本審査委

員会の委員長となります。 
⑵ 本審査委員会は、審査と最終試験（口述試験その他審査委員会が必要とする試験）を

実施し、その結果を研究科委員会に報告します。 
 

【論文等審査基準】 
論文等の審査に当たっては、以下の観点に基づき、総合的に判定を行います。 

 
【博士学位論文審査基準】 

1. 研究テーマと問題設定が妥当であること。 
2. 先行研究や関連資料を充分に踏まえていること。 
3. 設定された問題を整合性と一貫性をもって考察していること。 
4. 研究が独創性を有すること。 
 

【研究作品審査基準】 
1. 学位授与にふさわしい質と量があること。 
2. 独自の研究を踏まえた高度の創造性を有すること。 
3. 素材や技術の充分な研究を踏まえた高度の表現力を有すること。 
4. 社会の熟成と文化の発展に寄与する将来性を有すること。 
5. 国内又は国外で作品の発表を行っていること。 

 
９ 博士学位授与の可否の決定について 

 研究科委員会では、本審査委員会の結果報告を受けて審議を行い、博士学位授与の可否

を決定します。 
 

10 学位について 
 修了必要単位数を満たした上で、博士学位論文が上記の審査及び最終試験に合格する

と、研究科委員会の判定を経て学位が授与されます。学位の名称は「博士(芸術)」となり

ます。 
 
11 学位授与後の公表について 

 本学において博士の学位を授与された者は、学位を授与された日から１年以内に、その

学位論文を公表することが義務付けられます。研究作品は研究科委員会の定めるところ

により、一定期間公開又は展示することとなっています。博士の学位を授与された学生は、

主指導教員の指導に基づき、これらを遅滞なく実施してください。 
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12 論文等の提出による学位審査について 

 大学院博士後期課程に３年以上在学して所定の単位を修得し、かつ、研究指導を受けた

後退学した者は、学位論文等の提出により、博士の学位の授与を申請することができ

ます（詳細は 41 頁参照）。 

 また、上記の者は、退学したときから１年以内に学位論文等を提出し、博士の学位を

申請するときには、審査手数料を免除することができます（詳細は 72 頁参照）。 
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Ⅲ

1

　
専攻 研究領域 研究分野

教　授 藁谷　　実
教　授 今村　雅弘
准教授 前田　　力
准教授 荒木　亨子
教　授 森永　昌司
准教授 石黒賢一郎
准教授 志水　児王
准教授 釣谷　幸輝
教　授 前川　義春
教　授 伊東　敏光
教　授 チャールズ・ウォーゼン

教　授 納島　正弘
准教授 中村　圭

教　授 南　　昌伸
教　授 永見　文人
教　授 倉内　　啓
准教授 野田　睦美

理論担当指導教員
准教授 城市真理子
准教授 石松　紀子

吉田　幸弘

視 覚 造 形

立 体 造 形

教　授 鰕澤　達夫

指導教員及び授業の概要

芸術学研究科（博士後期課程）指導教員一覧

指導教員

教　授 大塚　智嗣

映 像 メ デ ィ ア
造 形

教　授 笠原　　浩

金 属 造 形

染 織 造 形

造形総合理論 美学美術史

総
合
造
形
芸
術

教　授

漆 造 形

現 代 表 現

日 本 画

油 絵

絵 画 領 域

彫 刻 領 域 彫 刻

造 形 計 画 領 域
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2  芸術学研究科（博士後期課程)授業科目の一覧 　

区分 講義名 単位数
必　要
単位数

年次 履修期 形態 代表教員名

藁谷　　　実
今村　　雅弘
前田  　　力
荒木　　亨子
森永　　昌司
石黒　賢一郎
志水　　児王
釣谷　　幸輝
前川　　義春
伊東　　敏光

チャールズ・ウォーゼン

鰕澤　　達夫
納島　　正弘
中村　　　圭
吉田　　幸弘
笠原　　　浩
南　　　昌伸
永見　　文人
倉内　　　啓
野田　　睦美
大塚　　智嗣

領域横断特別研究 2 2 1・2 通期 伊東　　敏光

特別造形総合演習Ⅰ 2 2 1 通期 城市　真理子

特別造形総合演習Ⅱ 2 2 2 通期 城市　真理子

美学特講（2020年度不開講） 2 1・2 通期 ―

日本美術史特講 2 1・2 通期 城市　真理子

西洋美術史特講 2 1・2 通期 集中 京谷啓徳／青野純子

東洋美術史特講（彫刻・工芸） 2 1・2 通期 集中 西谷　　　功

現代美術史特講 2 1・2 通期 石松　　紀子

デザイン特講 2 1・2 通期 吉田　　幸弘

計 12科目 14単位※

※2018年度以前に入学した者については、自由科目とし、必要単位数は12単位である。
各講義の概要（シラバス）はウェブサイトを参照のこと。（http://rsw.office.hiroshima-cu.ac.jp/OpenSyllabus/）

1 通期

同　　上3

同　　上2 通期

通期

研
究
科
開
設
科
目

2

2 2創作総合研究Ⅰ

創作総合研究Ⅱ 2 2

創作総合研究Ⅲ 2 2※





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【博士後期課程資料】 

 

・主・副指導教員希望届 

・博士後期課程研究計画書 

・指導教員変更願 

・アドバイザー教員希望届 

・広島市立大学博士学位規程芸術学研究科内規 
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2020 年  月  日 
    

広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士後期課程総合造形芸術専攻 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞   

 

主 指 導 教 員 希 望 届 

 
下記のとおり希望いたしますので、届け出いたします。 

 
記 

 

研 究 領 域 
研究領域名  

主指導教員名                       ㊞ 

研究科在学中の研究題目とその概要 

題 

目 

 
 

研 

究 

概 

要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ この書類は、4 月 21 日（火）までに事務局芸術学部分室へ提出すること。 
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2020 年  月  日 
 

広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士後期課程総合造形芸術専攻 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞ 
主 指 導 
教 員 名                 ㊞ 
 

副 指 導 教 員 希 望 届 
 

下記のとおり希望いたしますので、届け出いたします。 
 

記 
 

実 技 
研究領域名  

副指導教員名                       ㊞ 

理  論 副指導教員名                  ㊞ 

研究科在学中の研究題目とその概要 

題 
目 

 
 

研 

究 

概 

要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ この書類は、5 月 8 日（金）までに事務局芸術学部分室へ提出すること。 
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広島市立大学芸術学研究科博士後期課程 
   2020 年度  研究計画書  

 
専  攻  芸術学研究科博士後期課程           専攻 

研究領域                           

学籍番号                           
氏  名                         ㊞ 

 

実  技 
主指導教員                          ㊞ 

副指導教員                          ㊞ 

理  論 副指導教員                          ㊞ 

  

研究テーマ 
 
 

 
 
 
 
 

概  要 

1 研究目的、2 作品・論文の概要、3 スケジュール、4 これまでの研究活動の実績、5 その他 

の各項目について記載すること。本票に書ききれない場合は別紙添付のこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ この書類は、5 月 8 日（金）までに事務局芸術学部分室へ提出すること。 
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  年  月  日 
 

広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士後期課程総合造形芸術専攻 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞   

 

指 導 教 員 変 更 願 

 
下記のとおり        の変更を希望いたしますので、ご許可ください。 

 

記 

 

区     分 変更前 変更後 

実  技 

研究領域名   

主指導教員名   

研究領域名   

副指導教員名   

理  論 指導教員名   

＊ 上表の教員名は、変更前後の全教員の氏名を正確に記入すること。 

＊ 下承認欄には、変更前後の該当教員及び主指導教員の押印を受けること。 

 

 

 
承 認 欄 

変

更

前 

副指導教員 理論指導教員 主指導教員 

   

変

更

後 

副指導教員 理論指導教員 主指導教員 

   

 
  

主指導教員 
副指導教員 
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  年  月  日 
広島市立大学芸術学研究科長 

広島市立大学芸術学研究科博士後期課程総合造形芸術専攻 

研究分野                 

学籍番号                 

氏  名                 ㊞ 
主 指 導 
教 員 名                 ㊞ 
 

 

2020 年度 ア ド バ イ ザ ー 教 員 希 望 届 
 
 
 

下記のとおり情報科学研究科教員にアドバイザー教員となっていただくことを希望いたしますの

で、届け出いたします。 
 

記 
 

研究科名 情報科学研究科 

アドバイザー教員名                                ㊞  

アドバイスを受ける

理由 

 

＊ この書類は、本年度内に随時、事務局芸術学部分室へ提出することができる。 
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広島市立大学博士学位規程芸術学研究科内規 

 

 第1章 総則 

 （趣旨） 

第１条 広島市立大学学位規程（以下「規程」という。）第19条の規定に基づき、この内規を

定める。 

 

 第２章 課程博士のための学位審査 － 研究科博士後期課程修了認定のために行う学位審査 

（学位論文等予備審査申請及び資格要件） 

第２条 博士学位論文及び研究作品（以下「学位論文等」という。）を提出する予定の者は、

予備審査のため、指導教員の承認を得て、次の書類及び研究作品を研究科長に提出するもの

とし、提出の時期は別に定める。 

(1) 博士学位論文等予備審査願 5 通（原本 1、写し 4） 

(2) 履歴書 5 通（原本 1、写し 4） 

(3) 論文等目録 5 通（原本 1、写し 4） 

(4) 論文要旨（2000 字以内）  5 通 

(5) 論文 5 通 

２ 予備審査の申請を提出する者は、別に定める研究報告書の提出及び研究発表を行うことと

する。 

   

（予備審査） 

第３条 研究科委員会は、第２条の規定による書類が提出されたときは、その内容が学位審査

に値するか否かを判定するため、学位論文等予備審査委員会（以下「予備審査委員会」とい

う。）を設置し、予備審査を行う。 

２ 審査委員会に主査を置き、主査は、原則として、当該学位申請者の属する研究領域の

研究指導教員とする。 

３ 予備審査委員会は、主査を含む博士後期課程担当教員の中から３名以上で構成する。 

４ 予備審査委員会は、前項で規定する予備審査委員会の委員に、学内外の教員等を加えるこ

とができる。 

   

（結果報告） 

第４条 予備審査委員会は、予備審査を終了したときは、文書で研究科委員会に報告し、その

承認を得るものとする。 

 

 （学位論文等の提出時期及び資格要件） 

第５条 学位論文等の提出期限は、別途定める。 

２ 学位論文等を提出することができる者は、次の各号にすべて該当する者とする。 

 ⑴ 第３条の規定による予備審査委員会において、学位審査に値すると判定された者 

 ⑵ 博士後期課程において所定の単位を修得した者又は論文を提出する日の属する学年末ま

でに、所定の単位を修得する見込みが確実な者で、必要な研究指導を受けた者 

３ 第３条の規定による予備審査委員会において、学位審査に値すると判定された者が、博士

学位論文等の提出に至らなかった場合又は学位論文等が認められなかった場合は、改めて予
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備審査を受けるものとする。 

    

（学位論文等の提出手続） 

第６条 第３条の規定による予備審査委員会において、学位審査に値すると判断されたものが

学位論文等を提出する場合は、次の書類及び研究作品を指導教員の承認を得て研究科長に提

出するものとする。 

(1) 博士学位論文等審査願 5 通（原本 1、写し 4） 

(2) 履歴書 5 通（原本 1、写し 4） 

(3) 論文等目録 5 通（原本 1、写し 4） 

(4) 論文要旨（2000 字以内） 5 通 

(5) 学位論文 5 通 

(6) 学位論文等予備審査終了通知書（写し） 1 通 

 

 （学位論文等の受理） 

第７条 研究科長は、前条の規定により学位論文等の提出があったときは、研究科委員会に受

理すべきか否かを諮るものとする。 

 

 （審査委員会） 

第８条 研究科委員会は、学位論文等の受理を認めた場合は、速やかに博士学位論文等審査委

員会（以下「審査委員会」という。）を編成する。 

２ 審査委員会は第３条で規定する予備審査委員会の委員に学内外の教員等を加えることがで

きる。 

３ 審査委員会は、学位論文等の審査と最終試験（口述試験その他審査委員会が必要とする試

験）を実施し、その結果を研究科委員会に報告し、承認を得るものとする。 

 

第３章 論文博士のための学位審査 － 論文等の提出による学位審査 

（学位論文等の予備審査申請及び資格要件） 

第９条 規程第３条第３項の規定に基づき、論文提出による博士の学位の授与を申請する予定

の者は、予備審査のため、次の書類及び研究作品を研究科長に提出するものとする。 

(1) 博士学位論文等予備審査願 5 通（原本 1、写し 4） 

(2) 履歴書               5 通（原本 1、写し 4） 

(3) 論文等目録 5 通（原本 1、写し 4） 

(4) 論文要旨（2000 字以内）  5 通 

(5) 論文 5 通 

２ 前項に規定する予備審査の申請を提出することができる者は、次の各号の一に該当する者

とする。 

(1)大学院博士後期課程に３年以上在学して所定の単位を修得し、かつ、研究指導を受けた後

退学した者 

(2)大学院博士前期課程の修了者で、４年以上の研究歴を有する者   
(3)前各号に掲げる者以外の者で、同等以上の研究歴を有すると研究科委員会が認めた者 
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（予備審査） 

第１０条 研究科委員会は、第９条第１項の規定による書類が提出されたときは、その内容が

学位審査に値するか否かを判定するため、学位論文等予備審査委員会（以下「予備審査委員

会」という。）を設置し、予備審査を行う。 

２ 審査委員会に主査を置き、主査は、原則として、当該学位申請者の属する研究領域の

研究指導教員とする。 

３ 予備審査委員会は、主査を含む博士後期課程担当教員の中から３名以上で構成する。 

４ 予備審査委員会は、前項で規定する予備審査委員会の委員に、学内外の教員等を加えるこ

とができる。 

   

（結果報告） 

第１１条 結果報告については、第４条の規定を準用する。 

 

（学位論文等の提出手続） 

第１２条 第１０条の規定による予備審査委員会において、学位審査に値すると判断された者

が学位論文等を提出する場合は、次の書類及び研究作品を研究科長を経て学長に提出するも

のとする。 

(1) 学位申請書  5 通（原本 1、写し 4） 

(2) 履歴書  5 通（原本 1、写し 4） 

(3) 論文等目録  5 通（原本 1、写し 4） 

(4) 論文要旨（2000 字以内）   5 通 

(5) 学位論文  5 通 

(6) 最終学校の卒業証明書又は卒業証書の写し   1 通 

  （大学院修了証明書又は学位記の写し） 

(7) 研究期間を証する指導教授又はこれに準ずる者の証明書 １通 

２ 前項の規定にかかわらず、本学芸術学部卒業者及び本学芸術学研究科修了者でその研究歴

が本学に限られるものについては、前項第６号及び第７号に規定する書類は必要としない。 

 

（学位論文等の受理） 

第１３条 学位論文等の受理については、第７条の規定を準用する。 

 

（審査委員会） 

第１４条 審査委員会の設置については、第８条第１項の規定を準用する。 

２ 審査委員会は第１０条で規定する予備審査委員会の委員に学内外の教員等を加えることが

できる。 
３ 審査委員会は、学位論文等の審査及び試験と併せて学力の確認を行い、その結果を研究科

委員会に報告し、承認を得るものとする。 

 

（学力の確認方法） 

第１５条 前条に定める学力の確認は、学位申請者が本学大学院博士後期課程を修了した者と

同等以上の学力を有するか否かについて口述試験及びその他審査委員会が必要とする試験を

実施する。ただし、研究科委員会が学歴、業績等により学位申請者の学力の確認を行い得る
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と認めたときは、試験の全部又は一部を省略することができる。 

 

（書類の様式） 

第１６条 関係書類の様式は、予備審査に関する別記予審様式第１号から第６号、学位論文等

審査に関する別記様式第１号から第７号までのとおりとする。 

 

 （その他） 

第１７条 この内規に定めるもののほか、必要な事項は、研究科委員会の議を経て研究科長が

別に定める。 

 

 附 則 略 
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第１号様式（予備審査） 

 

      

                                     年  月  日  

      

      

    広島市立大学芸術学研究科長 殿  

      

                             

                           広島市立大学大学院芸術学研究科  

                            博士後期課程総合造形芸術専攻  

                              氏名           ㊞  

      

 博 士 学 位 論 文 予 備 審 査 願  

      

   広島市立大学大学院芸術学研究科博士後期課程博士学位論文審査申請の許可を受けるため、

下記関係書類を提出いたしますから、審査下さるようお願いします。 

 

    

      

 記  

 

 

    

  博士学位論文等予備審査願 ５通（原本1、写し4）  

    

  履歴書 ５通（原本1、写し4）  

    

  論文等目録 ５通（原本1、写し4）  

      

  論文要旨（2000字以内） ５通  

    

  論文 ５通  

    

 

 

                                       以   上  

      

      

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

      

      

      

      

      

   備考 審査願等提出書類の通数は、指導教員の数に応じて変更する。 
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第２号様式（予備審査） 

 

履    歴    書 

ふりがな 
氏  名 男・女 

生年月日 

本  籍 
（都道府県名） 

現 住 所 

 
学 歴           年  月  日 

年  月  日 
年  月  日 
年  月  日 
年  月  日 
年  月  日 
年  月  日 
 

職 歴           年  月  日 
               年  月  日 
                
研究歴           年  月  日 

               年  月  日 
 
 
賞 罰 

 
 
 
 

上記のとおり相違ありません。 
 

年  月  日 
 
氏 名                 ㊞ 

 備考 １ 履歴事項は、高等学校卒業後の履歴について、年次を追って記載する。 
    ２ 大学院博士課程の教育課程を終え退学した者は、単位取得証明書を添付すること。 
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第３号様式（予備審査） 
論 文 等 目 録 

 
氏 名              ㊞ 

 
論  文 
題  目 

 
 
 
 
 
 
 
研究作品 
題  目 
 
 
サイズ等 
 
 
材 質 等 

 
 
制作年 
 
 
保管場所 

 備考 １ 論文題名が外国語の場合は訳を付すること。 
    ２ 研究作品は、１点以上提出するものとし、各作品の写真を添付すること。 
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第１号様式 
 

  年  月  日  
 
広島市立大学芸術学研究科長 殿 
 

 
広島市立大学大学院芸術学研究科 

博士後期課程総合造形芸術専攻  
氏名          ㊞  

 
博 士 学 位 論 文 等 審 査 願 

 
広島市立大学大学院芸術学研究科博士後期課程修了の認定を受けるため、広島市立大学

学位規定第５条第１項の規定に基づき、下記関係書類を提出いたしますので、審査下さる

ようお願いします。 
 

記 
 

博士学位論文等審査願  ５通（原本 1、写し 4） 

履歴書  ５通（原本 1、写し 4） 

論文等目録  ５通（原本 1、写し 4） 

論文要旨（2000 字以内）  ５通 

学位論文  ５通 

 

 
 
 

                                   以 上 

備考 審査願等提出書類の通数は、指導教員の数に応じて変更する。 
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第２号様式 

履    歴    書 

ふりがな 

氏  名 
男・女 

生年月日 

本  籍 
（都道府県名） 

現 住 所 

 
学 歴           年  月  日 

年  月  日 
年  月  日 
年  月  日 
年  月  日 
年  月  日 
年  月  日 
 

職 歴           年  月  日 
               年  月  日 
                
研究歴           年  月  日 

               年  月  日 
 
 
賞 罰 

 
 
 
 

上記のとおり相違ありません。 
 

年  月  日 
 
氏 名                 ㊞ 

 備考 １ 履歴事項は、高等学校卒業後の履歴について、年次を追って記載する。 
    ２ 大学院博士課程の教育課程を終え退学した者は、単位取得証明書を添付すること。 
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第３号様式 
論 文 等 目 録 

 
氏 名              ㊞ 

 
論  文 
題  目 

 
 
 
 
 
 
 
研究作品 
題  目 
 
 
サイズ等 
 
 
材 質 等 

 
 
制作年 
 
 
保管場所 

 備考 １ 論文題名が外国語の場合は訳を付すること。 
    ２ 研究作品は、１点以上提出するものとし、各作品の写真を添付すること。 
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第７号様式 
  

                                 年  月  日 
                                         
  広島市立大学長  様 
            
  
                           氏名            印  
 
  

学  位  申  請  書 
  
 
  貴学学位規程第５条第２項の規定に基づき、学位論文等に審査手数料        円  
 
 を添えて、博士（    ）の学位の授与を申請いたします。 
  
  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【専任教員・非常勤講師プロフィール】 

 

 

【共 通 資 料】 

Ⅰ 2020年度芸術学研究科論文指導日程について 

Ⅱ 広島市立大学大学院学則 

Ⅲ 広島市立大学学位規程 

Ⅳ 公立大学法人広島市立大学授業料等の減免に関する規程 

Ⅴ 広島市立大学大学院芸術学研究科履修規程 

Ⅵ 広島市立大学長期履修学生規程 

Ⅶ 広島市立大学大学院におけるＧＰＡ制度に係る実施要網 
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専任教員 

 

藁谷 実 Minoru Waraya 

教授 日本画 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

日本美術院同人  

伊東 敏光 Toshimitsu Ito 

教授 彫刻 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

彫刻家 

 

今村 雅弘 Masahiro Imamura 

教授 日本画 

東京藝術大学大学院美術研究科博士課程単位取得満期退学 

一般社団法人創画会会員  

チャールズ・ウォーゼン Charles Worthen 

教授 彫刻 

ロードアイランド・スクール・オブ・デザイン彫刻科修士課程 

彫刻家 

 

前田 力 Chikara Maeda 

准教授 日本画 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

日本美術院特待  

田中 圭介 Keisuke Tanaka 

准教授 彫刻 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

彫刻家 

 

荒木 亨子 Kyoko Araki 

准教授 日本画 

東京藝術大学大学院美術研究科博士課程 

一般社団法人創画会会員  

鰕澤 達夫 Tatsuo Ebisawa 

教授 現代表現 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

美術家 

 

森永 昌司 Shoji Morinaga 

教授 油絵 

東京藝術大学大学院美術研究科博士課程単位取得満期退学 

洋画家  

古堅 太郎 Taro Furukata 

講師 現代表現 

ベルリン・ヴァイセンゼー美術大学大学院彫刻科修士課程修了 

美術家 

石黒 賢一郎 Kenichiro Ishiguro 

准教授 油絵 

多摩美術大学大学院美術研究科絵画専攻修士課程 

美術家 

納島 正弘 Masahiro Nojima 

教授 視覚造形 

 

 

志水 児王 Jio Shimizu 

准教授 油絵 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

美術家  

中村 圭 Kei Nakamura 

准教授 視覚造形 

広島市立大学大学院芸術学研究科博士課程 

デザイナー 

 

釣谷 幸輝 Kouki Tsuritani 

准教授 油絵 

金沢美術工芸大学大学院美術工芸研究科修士課程 

版画家  

吉田 幸弘 Yukihiro Yoshida 

教授 立体造形 

東京藝術大学美術学部 

デザイナー 

原 崇浩 Hara Takahiro 

講師 油絵 

 

藤江 竜太郎 Ryutaro Fujie 

講師 立体造形 

広島市立大学大学院芸術学研究科博士前期課程 

造形作家 

菅 亮平 Kan Ryouhei 

講師 油絵 

 

笠原 浩 Hiroshi Kasahara 

教授 映像メディア造形 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

造形作家 

 

前川 義春 Yoshiharu Maekawa 

教授 彫刻 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

彫刻家 

城井 文 Shiroi Aya 

講師 映像メディア造形 

 

2020年4月 

着任予定 

2020年4月 

着任予定 

2020年4月 

着任予定 

2020年4月 

着任予定 
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南 昌伸 Masanobu Minami 

教授 金属造形 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

現代工芸美術家協会本会員、金属造形作家  

大塚 智嗣 Tomotsugu Otsuka 

教授 漆造形 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

造形作家 

 

永見 文人 Fumito Nagami 

教授 金属造形 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

現代工芸美術家協会本会員、日展会友  

青木 伸介 Shinsuke Aoki 

講師 漆造形 

東京藝術大学大学院美術研究科修士課程 

漆造形作家 

 

倉内 啓 Hiroshi Kurauchi 

教授 染織造形 

京都市立芸術大学大学院美術研究科修士課程 

染作家  

城市 真理子 Mariko Joichi 

准教授 造形総合理論 

大阪大学大学院文学研究科博士後期課程 

文化表現論専攻 日本・東洋美術史 

 

野田 睦美 Mutsumi Noda 

准教授 染織造形 

京都市立芸術大学大学院美術研究科博士課程 

染織造形作家  

石松 紀子 Noriko Ishimatsu 

准教授 造形総合理論 

九州大学大学院比較社会文化学府博士課程 

国際社会文化専攻 現代美術史 

非常勤講師 

服部 等作 道具論 

広島市立大学 名誉教授 

山田 晃三 道具論 

㈱GK デザイン機構 代表取締役相談役 

上田 宗冏 道具論 

茶道上田宗箇流 家元 

大井 健次 道具論 

広島市立大学 名誉教授 

苅山 信行 道具論 

（元）広島県立西部工業技術センター 

村田 隆志 道具論 

大阪国際大学国際教養学部 准教授 

面矢 慎介 道具論 

滋賀県立大学人間文化学部 教授 

杉本 俊多 都市論 

広島大学大学院 名誉教授 

千代 章一郎 都市論 

島根大学 学術研究院環境システム科学系建築デザイン学科 教授 

水田 丞 都市論 

広島大学大学院工学研究科 助教 

森本 真 都市論 

武庫川女子大学 准教授 

遠藤 吉生 都市論 

広島工業大学環境学部 准教授 

臺信  祐爾 美術史特講(東洋・工芸)Ａ 

九州国立博物館 学芸部 特任研究員    東洋美術史特講(彫刻・工芸) 

京谷 啓徳 美術史特講（西洋）Ｂ 

九州大学 准教授 西洋美術史特講 

半田 昌規 日本画研究(含古典研究)Ⅰ 

（株）半田九清堂 代表取締役  

 

滝沢 具幸 日本画研究Ⅰ 

武蔵野美術大学 名誉教授 

月岡 裕二 日本画研究(含古典研究)Ⅰ 

切り金砂子師 

有田 巧 油絵研究ＢⅠ 

（元）崇城大学 教授 

斉藤 典彦 日本画材料技法論演習 

東京藝術大学 教授 

佐藤 一郎 油絵材料技法演習 

（元）金沢美術工芸大学大学院 教授 

石田 和人 立体造形演習 

石田和人デザインスタジオ 

安積 伸 立体造形演習 

AZUMI スタジオ主宰 

野田 凉美 染織造形演習 

京都市立芸術大学 特任教授 

外舘 和子 染織造形演習 

多摩美術大学 教授 

藤本 悟 漆造形演習 

宮島細工伝統工芸士 

小野 忠司 漆造形演習 

備中漆新見研修所「漆の館」 館長 

岩崎 貴宏 環境造形演習 

 

2020 年 4 月 1 日現在 
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22002200 年年度度  芸芸術術学学研研究究科科論論文文指指導導・・学学位位審審査査等等日日程程  
 

 
日時と内容 
 
○ ５月１３日（水） 16:20 から 芸３F 演習室（城市・石松担当）  D2，D1，M2 

「造形総合演習Ⅱ」｢特別造形総合演習Ⅰ｣「同Ⅱ」合同演習 
 

○ ５月２０日（水） 16:30 から 芸３F 演習室 D1 
「領域横断特別研究」第１回合同研究授業 

 
☆ ６月２４日（水） 10:00 から 芸３F 演習室  D3 

予備審査申請に向けたプレゼンテーション 
 

◎ ７月２２日（水） 16:00 まで 提出先･芸術学部分室 M2 
「造形総合演習Ⅱ」課題の論文提出 

 
○１０月 ７日（水） 16:20 から 芸３F 演習室（城市・石松担当） D2，D1，M1 

「造形総合演習Ⅰ」｢特別造形総合演習Ⅰ｣「同Ⅱ」合同演習 
 
◎１０月 ９日（金） 16:00 まで 提出先･事務局教務グループ  D3 

博士後期予備審査願提出 
 
○１０月１４日（水） 16:20 から 芸３F 演習室 D1 

「領域横断特別研究」第 2 回合同研究授業 
 
◎１２月 ２日（水） 16:00 まで 提出先･芸術学部分室  D2，D1， M1 

「造形総合演習Ⅰ」｢特別造形総合演習Ⅰ｣「同Ⅱ」課題の論文提出 
 

☆１２月 ９日（水） 10:40 から 芸３F 演習室  D2，D1 
｢特別造形総合演習Ⅰ｣「同Ⅱ」プレゼンテーション （M2 も参加してよい） 

 
◎ １月 ６日（水） 16:00 まで 提出先･事務局教務グループ  D3 

本審査願提出 
 

○ １月 ６日（水） 16:20 から 芸３F 演習室 D1 
「領域横断特別研究」第 3 回合同研究授業 

 
◎ １月 ７日（木） 16:00 まで 提出先･芸術学部分室  M2 

博士前期修了作品等審査願又は修士学位論文審査願提出 
 
◎ １月２２日（金） 16:00 まで提出先･芸術学部分室  D1 

「領域横断特別研究」課題の論文（３部）提出 
 

D は博士後期課程 
M は博士前期課程 
数字は学年を表す 
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広島市立大学大学院学則 

 

平成22年４月１日 

学 則 第 ２ 号 

目次 

 第１章 総則 

  第１節 目的（第１条・第２条） 

  第２節 自己評価（第３条） 

  第３節 組織（第４条・第５条） 

  第４節 職員組織（第６条・第７条） 

  第５節 研究科委員会（第８条） 

  第６節 学年、学期及び休業日（第９条） 

第２章 研究科通則 

第１節 修業年限及び在学年限（第１０条・第１１条） 

第２節 入学等（第１２条―第１８条） 

第３節 授業科目及び履修方法等（第１９条―第２６条） 

第４節 休学、転学、留学及び退学等（第２７条―第３３条） 

第５節 修了及び学位（第３４条―第３７条） 

第６節 入学検定料、入学料、授業料及び学位論文審査手数料（第３８条） 

第７節 賞罰（第３９条） 

第３章 雑則 

第１節 研究生、科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生（第４０条） 

第２節 その他（第４１条） 

 附則 

 

第１章 総則 

第１節 目的 

（趣旨） 

第１条 この学則は、広島市立大学学則（平成２２年公立大学法人広島市立大学学則第１号。以下

「大学学則」という。）第４条第２項の規定に基づき、広島市立大学大学院（以下「本学大学

院」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 本学大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与

することを目的とする。 

（人材育成の目標） 

箆２条の２ 本学は、豊かな感性と真理探究への情熱を持ち、多様な文化と価値観を尊び、平和を

希求する人材、さらに、最先端かつ高度な専門性と深い学識を有し、 課題発見・分折・解決能

力を持ち、高い倫理観を持って広く社会に貢献できる人材を育成することを目標とする。 

第２節 自己評価 

第３条 本学大学院は、教育研究水準の向上を図るとともに、前条の目的を達成するため、教育研

究活動等の状況について、自ら点検及び評価（以下「自己評価」という。）を行うものとする。 

２ 自己評価に関し必要な事項は、別に定める。 
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第３節 組織 

（課程） 

第４条 本学大学院の課程は、修士課程及び博士課程とする。 

２ 博士課程は、前期２年の課程（以下「博士前期課程」という。）及び後期３年の課程（以下

「博士後期課程」という。）に区分する。 

３ 博士前期課程は、修士課程として取り扱うものとする。 

（研究科、専攻及び定員） 

第５条 本学大学院に、次の研究科を置く。 

⑴ 国際学研究科 

⑵ 情報科学研究科 

⑶ 芸術学研究科 

⑷ 平和学研究科 

２ 前項各号に掲げる研究科に置く専攻並びにその入学定員及び収容定員は、次の表のとおりとす

る。 

 

（教育研究上の目的） 

第５条の２ 本学大学院の各研究科における教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

⑴ 国際学研究科 深い学識と広い視野に基づいて、専門的な立場から国際社会や地 

 域社会に貢献できる国際人を育成すること。 

⑵ 情報科学研究科 情報工学及び情報科学分野において、学理の探究と科学技術の発 

展に貢献するとともに、高度な専門学識、専門技術及び創造力を身につけた人材を育 

成すること。 

⑶ 芸術学研究科 文化芸術の創造及び発展をけん引できる、卓越した創作研究能力及 

び芸術理論に関する高度の専門性を有した人材を育成すること。 

⑷ 平和学研究科 国際紛争の背景を分析する視点を身に付け、平和創造及び平和維持 

 に関するアイディアと手法を世界に発信できる人材を育成すること。 

研究科 専攻 

修士課程・ 

博士前期課程 
博士後期課程 

入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

収容 

定員 

国際学研究科 国際学専攻 １５人 ３０人 ７人 ２１人 

情報科学研究科 

情報工学専攻 ２３人 ４６人   

知能工学専攻 ２３人 ４６人   

システム工学専攻 ２３人 ４６人   

医用情報科学専攻 １５人 ３０人   

情報科学専攻   ２８人 ８４人 

芸術学研究科 
造形芸術専攻 ３０人 ６０人   

総合造形芸術専攻   ６人 １８人 

平和学研究科 平和学専攻 １０人 ２０人   

計 １３９人 ２７８人 ４１人 １２３人 
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第４節 職員組織 

（職員） 

第６条 本学大学院に、教授、准教授、講師、助教その他必要な職員を置く。 

（研究科長） 

第７条 研究科に研究科長及び副研究科長を置き、当該研究科の基礎となる学部の学部長及び副学

部長をもって充てる。ただし、情報科学研究科長及び情報科学研究科副研究科長にあっては、当

該研究科の教授を、平和学研究科長及び平和学研究科副研究科長にあっては、広島平和研究所長

及び広島平和研究所副所長をもって充てる。 

第５節 研究科委員会 

第８条 研究科にそれぞれ研究科委員会を置き、当該研究科の教授をもって組織する。 

２ 研究科委員会が必要と認めたときは、当該研究科委員会の委員にその他の職員を加えることが

できる。 

３ 研究科委員会は、当該研究科に関する次の事項のうち教育研究に関するものを審議する。な

お、学長が決定を行うに当たり意見を述べるものについては、別に定める。 

⑴ 人事に関する事項 

⑵ 予算に関する事項 

⑶ 規程の制定改廃に関する事項 

⑷ 講座並びに授業科目の種類及び編成に関する事項 

⑸ 学生の入学、休学、転学、留学、退学及び修了に関する事項 

⑹ 学生の厚生補導に関する事項 

⑺ 法令又は規程により、研究科委員会の権限に属する事項 

⑻ 前各号に掲げるもののほか、研究科の教育研究に関する事項 

４ 前３項に定めるもののほか、研究科委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、別に定める。 

第６節 学年、学期及び休業日 

第９条 学年、学期及び休業日については、大学学則第１章第６節の規定を準用する。 

 

第２章 研究科通則 

第１節 修業年限及び在学年限 

（修業年限） 

第１０条 修士課程及び博士前期課程の修業年限は、２年とする。 

２ 博士後期課程の修業年限は、３年とする。 

（在学年限） 

第１１条 修士課程及び博士前期課程の学生は、４年（第１６条又は第１７条の規定により入学し

た者にあっては、第18条の規定により決定される在学すべき年数の２倍に相当する期間）を超え

て在学することができない。 

２ 博士後期課程の学生は、６年（第１６条又は第１７条の規定により入学した者にあっては、第

１８条の規定により決定される在学すべき年数の２倍に相当する期間)を超えて在学することが

できない。 

第２節 入学等 

（入学の時期） 

第１２条 入学の時期は、学年又は学期の始めとする。 
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（入学資格） 

第１３条 本学大学院の修士課程及び博士前期課程に入学することができる者は、次の各号のいず

れかに該当する者とする。 

⑴ 学校教育法（昭和22年法律第26号）第83条の大学を卒業した者 

⑵ 学校教育法第104条第７項の規定により独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 から学

士の学位を授与された者 

⑶ 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者 

⑷ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における16年の課程を修了した者 

⑸ 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

⑹ 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の

政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部

科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了する

こと（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより

当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当

する学位を授与された者 

⑺ 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者 

⑻ 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号による。） 

⑼ 学校教育法第102条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本学大学院におい

て、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

⑽ 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、22歳に達したもの 

⑾ 学校教育法第83条の大学に３年以上在学した者（これに準ずる者として文部科学大臣が定め

る者を含む。）で、本学大学院が定める単位を優れた成績をもって修得したと認める者 

２ 本学大学院の博士後期課程に入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する者と

する。 

⑴ 修士の学位を有する者 

⑵ 外国において修士の学位に相当する学位を授与された者 

⑶ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位に相当す

る学位を授与された者 

⑷ 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修

士の学位に相当する学位を授与された者 

⑸ 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51

年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立され

た国際連合大学（次号において「国際連合大学」という。）の課程を修了し、修士の学位に相

当する学位を授与された者 
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⑹ 外国の学校、第４号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大学院

設置基準（昭和49年文部省令第28号）第16条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合

格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者 

⑺ 文部科学大臣の指定した者(平成元年文部省告示第118号による。) 

⑻ 本学大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する者と同等以上の学力

があると認めた者で、24歳に達したもの 

（入学の出願等） 

第１４条 本学大学院の入学の出願、入学者の選考並びに入学手続及び入学許可については、大学

学則第２３条から第２５条までの規定を準用する。 

（進学） 

第１５条 進学（本学大学院の博士前期課程を修了し、引き続き本学大学院の博士後期課程に進む

ことをいう。以下同じ。）の時期は、学年又は学期の始めとする。 

２ 進学を志願する者は、指定の期日までに所定の書類を学長に提出しなければならない。 

３ 前項の進学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

４ 前項の選考に基づき合格の通知を受けた者は、指定の期日までに、進学手続に関する書類を提

出しなければならない。 

５ 学長は、前項の進学手続を完了した者に進学を許可する。 

（転入学） 

第１６条 学長は、他の大学の大学院の学生で本学大学院に転入学を志願するものがあるときは、

選考の上、相当年次に入学を許可することができる。 

（再入学） 

第１７条 学長は、本学大学院を退学した者又は第３２条第１号の規定により除籍となった者で、

再入学を希望するものがあるときは、選考の上、相当年次に入学を許可することができる。 

（転入学又は再入学した者の既修得単位数の認定等） 

第１８条 前２条の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取扱い並

びに在学すべき年数については、研究科委員会の議を経て、学長が決定する。 

２ 前２条及び前項に定めるもののほか、転入学及び再入学に関し必要な事項は、別に定める。 

第３節 授業科目及び履修方法等 

（授業科目等） 

第１９条 修士課程及び博士前期課程の授業科目の種類及び単位数は、別表第１のとおりとする。 

２ 博士後期課程の授業科目の種類及び単位数は、別表第２のとおりとする。 

３ 履修方法その他必要な事項は、別に定める。 

（教育方法の特例） 

第２０条 修士課程及び博士課程において教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間そ

の他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適宜の方法により行うものとす

る。 

（単位の算定基準等） 

第２１条 単位の算定基準並びに単位の授与及び成績の評価については、大学学則第３３条及び第

３４条の規定を準用する。 

（教育職員免許） 

第２２条 教育職員の免許状を受ける資格を得ようとする学生は、教育職員免許法（昭和２４年法

律第１４７号）及び教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）に定めるところに
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より、教科及び教科の指導法に関する科目又は教育の基礎的理解に関する科目を履修しなければ

ならない。 

２ 前項の科目の授業科目、単位数及び履修方法は、別表第３に掲げるとおりとする。 

（他の研究科又は他の大学の大学院における授業科目の履修等） 

第２３条 学長は、教育上有益と認めるときは、他の研究科又は他の大学の大学院との協議に基づ

き、学生が当該他の研究科又は大学院において履修した授業科目について修得した単位を、１０

単位を超えない範囲で修了の要件となる単位として認めることができる。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第２４条 学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学大学院に入学する前に大学院において

履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学

大学院に入学した後の本学大学院における授業科目の履修により修得したものとみなし、修了の

要件となる単位として認めることができる。 

２ 前項の規定により認めることのできる単位数は、第１６条及び第１７条の規定により入学した

場合を除き、前条の規定により認める単位数と合わせて１０単位を超えないものとする。 

（他の大学の大学院等における研究指導） 

第２５条 学長は、教育上有益と認めるときは、他の大学の大学院又は研究所等との協議に基づ

き、学生が当該他の大学院又は研究所等において必要な研究指導を受けることを認めることがで

きる。ただし、修士課程及び博士前期課程の学生にあっては、当該研究指導の期間は、１年を超

えないものとする。 

（長期履修学生） 

第２６条 学長は、学生が職業を有している等の事情により、第１０条に規定する修業年限を超え

て一定の期間にわたり、計画的に教育課程を履修し、課程を修了することを希望する旨を申し出

たときは、長期履修学生として、その計画的な履修を認めることができる。 

２ 長期履修学生に関し必要な事項は、別に定める。 

第４節 休学、転学、留学及び退学等 

（休学） 

第２７条 疾病その他特別の理由により引き続き２か月以上修学することができない者は、学長の

許可を受けて期間を定めて休学することができる。 

２ 学長は、疾病のため修学することが適当でないと認められる者があるときは、期間を定めて休

学を命ずることができる。 

３ 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度として休学期間

の延長を認めることができる。 

４ 休学は、修士課程及び博士前期課程にあっては通算して２年、博士後期課程にあっては通算し

て３年を超えることができない。 

５ 休学期間は、第１１条に規定する在学年限並びに第３３条及び第３４条に規定する在学すべき

年数に算入しない。 

６ 第１項の規定による許可を受け、又は第２項の規定による命令を受けた者は、休学期間中にそ

の理由が消滅したときは、学長の許可を受けて復学することができる。 

（転学） 

第２８条 他の大学の大学院へ入学し、又は転学をしようとする者は、学長の許可を受けなければ

ならない。 

（転専攻） 



― 61 ―

第２９条 学長は、同一研究科の他の専攻に転専攻しようとする者があるときは、選考の上、これ

を許可することができる。 

２ 前項の規定による許可を受けた者が既に履修した授業科目及び単位数の取扱い並びに在学すべ

き年数については、研究科委員会の議を経て、学長が決定する。 

（留学） 

第３０条 外国の大学の大学院で学修することを志願する者は、研究科長の許可を受けて留学する

ことができる。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は、第１１条に規定する在学年限並びに第３３条及び第３４

条に規定する在学すべき年数に算入することができる。 

３ 第２３条の規定は、留学の場合に準用する。 

（退学） 

第３１条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

（除籍） 

第３２条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者について、除籍することができる。 

⑴ 授業料の納付を怠り、督促を受けてもなお納付しない者 

⑵ 第１１条に規定する在学年限を超えて在学しようとする者 

⑶ 第２７条第４項の休学期間を超えてなお復学しない者 

⑷ 死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者 

（復籍） 

第３３条 学長は、前条第１号の規定により除籍した者から、除籍の日の翌日から起算して２年以

内に、当該除籍の事由となった未納の授業料を納付して復籍の希望があったときは、除籍前に在

学した研究科の研究科委員会の議を経て、復籍を許可することができる。 

２ 前項の規定による復籍の時期は、学期の始めとする。 

３ 前２項の規定により復籍を許可した学生の復籍後の在学期間は、除籍前の在学期間に通算す

る。 

４ 前条第１号の規定により除籍した者が、復籍後に同条の規定により再び除籍となったときは、

その後の復籍は認めない。 

第５節 修了及び学位 

（博士前期課程の修了） 

第３４条 修士課程及び博士前期課程に２年（第１６条若しくは第１７条の規定により入学した者

又は第２９条第１項の規定により転専攻した者にあっては、それぞれ第１８条第１項又は第２９

条第２項に規定する在学すべき年数）以上在学し、修了の要件となる単位を修得し、かつ、必要

な研究指導を受けた上、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格し

た者に対して、研究科委員会の議を経て、学長が修了を認定する。ただし、在学期間に関して

は、優れた研究業績をあげた者については、当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

（博士後期課程の修了） 

第３５条 博士後期課程に３年（第１６条若しくは第１７条の規定により入学した者又は第２９条

第１項の規定により転専攻した者にあっては、それぞれ第１８条第１項又は第２９条第２項に規

定する在学すべき年数）以上在学し、修了の要件となる単位を修得し、かつ、必要な研究指導を

受けた上、博士論文の審査及び試験に合格した者に対して、研究科委員会の議を経て、学長が修

了を認定する。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績をあげた者については、博士前期

課程又は修士課程に２年以上在学し当該課程を修了した場合にあっては博士後期課程に１年以
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上、前条ただし書の規定による在学期間をもって修了した場合にあっては博士課程に３年（当該

在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第１３条第２項第２号から第６号までに掲げる者で優れた研究業績

をあげたものの在学期間については、博士後期課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

（学位） 

第３６条 学長は、修士課程及び博士前期課程の修了を認定した者に対して、修士の学位を授与す

る。 

２ 学長は、博士後期課程の修了を認定した者に対して、博士の学位を授与する。 

３ 学長は、別に定める博士の学位の授与に係る学位論文の審査及び試験に合格し、かつ、博士後

期課程の修了を認定した者と同等以上の学力を有することを確認した者に対して、博士の学位を

授与する。 

４ 前３項に定めるもののほか、学位の授与に関し必要な事項については、別に定める。 

（修了の時期） 

第３７条 修了の時期は、学年又は学期の終わりとする。 

第６節 入学検定料、入学料、授業料及び学位論文審査手数料 

第３８条 入学検定料、入学料、授業料及び学位論文審査手数料の額並びにその徴収については、

別に定める。 

第７節 賞罰 

第３９条 表彰については、大学学則第５１条の規定を準用する。 

２ 懲戒については、大学学則第５２条の規定を準用する。この場合において、同条中「学部の教

授会」とあるのは、「研究科委員会」と読み替えるものとする。 

 

第３章 雑則 

第１節 研究生、科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生 

第４０条 研究生、科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生については、大学学則第３章第

１節の規定を準用する。 

第２節 その他 

（委任） 

第４１条 この学則の施行に関し必要な事項は、学長が定める。 

 

附 則 略 

  



― 63 ―

必修 選択 自由

人間論A(人文・社会科学) 1・2 2 (修了要件)

人間論B(自然科学) 1・2 2 全研究科共通科目　4単位

国際関係と平和 1・2 2 研究科開設科目

ヒロシマと核の時代 1・2 2 　基礎理論科目　8単位

日本論 1・2 2 　必修科目　3単位

科学技術と倫理 1・2 2 　選択必修科目

情報と社会 1・2 2 　　造形総合研究　16単位

道具論 1・2 2 　　造形特別研究　2単位

都市論 1・2 2

美学特講A 1・2 2 　計33単位

美学特講B 1・2 2

美術史特講(日本)A 1・2 2

美術史特講(日本)B 1・2 2

美術史特講(東洋・工芸)A 1・2 2

美術史特講(東洋・工芸)B 1・2 2

美術史特講(西洋)A 1・2 2

美術史特講(西洋)B 1・2 2

美術史特講(現代)A 1・2 2

美術史特講(現代)B 1・2 2

造形総合演習Ⅰ 1 1

造形総合演習Ⅱ 2 1

専門語学演習(英語)A 1 1

造形応用特別研究 1・2 2

専門語学演習(英語)B 1 1

文化財保存学特講Ａ 1・2 2

文化財保存学特講Ｂ 1・2 2

日本画研究Ⅰ 1 8

日本画研究Ⅱ 2 8

日本画研究(含古典研究)Ⅰ
1 8

日本画研究(含古典研究)Ⅱ
2 8

油絵研究ＡⅠ 1 8

油絵研究ＡⅡ 2 8

油絵研究ＢⅠ 1 8

油絵研究ＢⅡ 2 8

油絵研究ＣⅠ 1 8

油絵研究ＣⅡ 2 8

彫刻研究AⅠ 1 8

彫刻研究AⅡ 2 8

彫刻研究BⅠ 1 8

彫刻研究BⅡ 2 8

造形計画研究Ⅰ 1 8

造形計画研究Ⅱ 2 8

現代表現研究Ⅰ 1 8

現代表現研究Ⅱ 2 8

芸術学研究Ⅰ 1 8

芸術学研究Ⅱ 2 8

日本画材料技法演習 1・2 2

油絵材料技法演習 1・2 2

環境造形演習 1・2 2

視覚造形演習 1・2 2

立体造形演習 1・2 2

映像メディア造形演習 1・2 2

金属造形演習 1・2 2

染織造形演習 1・2 2

漆造形演習 1・2 2

現代美術特別演習 1・2 2

国際特別研究 1・2 2

造
形
総
合
研
究

選
択
必
修
科
目

造
形
特
別
研
究

選
択
必
修
科
目

授業科目の名称 配当年次 単位数又は時間数 摘要

別表第1(第19条関係)
(6)　芸術学研究科造形芸術専攻

全
研
究
科
共
通
科
目

合計33単位以上を修得し、
研究指導を受けた上で、修了
作品（研究報告書を含む）又
は修士論文を提出し、その審
査と試験に合格すること(選択
科目は、全研究科共通科目に
振り替える。)。

研
究
科
開
設
科
目

基
礎
理
論
科
目

必
修
科
目

選
択
科
目
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必修 選択 自由

創作総合研究Ⅰ 1 2 (修了要件)
創作総合研究Ⅱ 2 2
創作総合研究Ⅲ 3 　2※
領域横断特別研究 1・2 2
特別造形総合演習Ⅰ 1 2
特別造形総合演習Ⅱ 2 2
美学特講 1・2 2
日本美術史特講 1・2 2
東洋美術史特講(彫刻・工芸) 1・2 2
西洋美術史特講 1・2 2
現代美術史特講 1・2 2
デザイン特講 1・2 2

研
究
科
開
設
科
目

14単位を修得し、研究指
導を受けた上で、修了作品
及び博士論文を提出し、そ
の審査と最終学力試験に合
格すること。

※2018年度以前に入学し
た者については、自由科目
とし、必要単位数は12単位
である。

別表第2(第19条関係)
(3)　芸術学研究科総合造形芸術専攻

授業科目の名称 配当年次 単位数又は時間数 摘要
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別表第3(第22条関係)　　
(10)　芸術学研究科造形芸術専攻
免許状の種類　中学校教諭　専修免許状　美術
　高等学校教諭　専修免許状　美術

教職必修科目 教職選択科目

美学特講A 2
美学特講B 2
美術史特講(日本)A 2
美術史特講(日本)B 2
美術史特講(東洋・工芸)A 2
美術史特講(東洋・工芸)B 2
美術史特講(西洋)A 2
美術史特講(西洋)B 2
美術史特講(現代)A 2
美術史特講(現代)B 2
造形総合演習Ⅰ 1
造形総合演習Ⅱ 1
日本画研究Ⅰ 8
日本画研究Ⅱ 8
日本画研究(含古典研究)Ⅰ 8
日本画研究(含古典研究)Ⅱ 8
日本画材料技法演習 2
油絵研究ＡⅠ 8
油絵研究ＡⅡ 8
油絵研究ＢⅠ 8
油絵研究ＢⅡ 8
油絵研究ＣⅠ 8
油絵研究ＣⅡ 8
油絵材料技法演習 2
彫刻研究AⅠ 8
彫刻研究AⅡ 8
彫刻研究BⅠ 8
彫刻研究BⅡ 8
環境造形演習 2

造形計画研究Ⅰ 8
造形計画研究Ⅱ 8
視覚造形演習 2
立体造形演習 2
映像メディア造形演習 2
金属造形演習 2
染織造形演習 2
漆造形演習 2
現代表現研究Ⅰ 8
現代表現研究Ⅱ 8
現代美術特別演習 2
芸術学研究Ⅰ 8
芸術学研究Ⅱ 8

(11)　芸術学研究科造形芸術専攻
免許状の種類　高等学校教諭　専修免許状　工芸

教職必修科目 教職選択科目

美術史特講(日本)A 2
美術史特講(日本)B 2
美術史特講(東洋・工芸)A 2
美術史特講(東洋・工芸)B 2
美術史特講(現代)A 2
美術史特講(現代)B 2
造形計画研究Ⅰ 8
造形計画研究Ⅱ 8
造形総合演習 2
視覚造形演習 2
立体造形演習 2
映像メディア造形演習 2
金属造形演習 2
染織造形演習 2
漆造形演習 2
現代表現研究Ⅰ 8
現代表現研究Ⅱ 8
現代美術特別演習 2

教育職員免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目の名称 単位数 摘要

美術の教科に関する科目 　最低必要修得単位数は、24単位

教育職員免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目の名称 単位数 摘要

工芸の教科に関する科目 最低必要修得単位数は、24単位
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広島市立大学学位規程 

平成22年4月1日 

規 程 第 8 6 号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、広島市立大学学則（平成２２年公立大学法人広島市立大学学則第

１号）第４８条第２項及び広島市立大学大学院学則（平成２２年公立大学法人広島市

立大学学則第２号）第３６条第４項の規定に基づき、学位の授与に関し必要な事項を

定めるものとする。 

（学位の授与） 

第２条 学位の授与は、別に定める学位記の交付をもって行う。 

（学位授与の要件） 

第３条 本学を卒業した者には、学士の学位を授与する。 

２ 本学大学院の課程を修了した者には、修士又は博士の学位を授与する。 

３ 博士の学位は、前項の規定によるほか、本学大学院の博士後期課程を経ない者で、

本学大学院に学位論文を提出してその審査及び試験に合格し、かつ、本学大学院の博士

後期課程を修了したものと同等以上の学力があることの確認（以下「学力の確認」とい

う。）をされた者についても授与する。 

（専攻分野の名称） 

第４条 学士の学位に付記する専攻分野の名称は、別表第１に掲げるとおりとする。 

２ 修士の学位に付記する専攻分野の名称は、別表第２に掲げるとおりとする。 

３ 博士の学位に付記する専攻分野の名称は、別表第３に掲げるとおりとする。 

（博士の学位授与の申請及び受理） 

第５条 博士の学位の授与の申請に要する学位論文（芸術学研究科においては、学位論

文及び研究作品。以下「学位論文等」という。）の提出については、別に定める。 

２ 第３条第３項の規定による博士の学位の授与を受けようとする者は、学位申請書に

別に定める学位論文等及び学位論文審査手数料を添え、研究科長を経て学長に提出す

るものとする。ただし、本学大学院博士後期課程に所定の年限以上在学し、所定の単

位を修得し、かつ、必要な研究指導を受け退学した者（以下「満期退学者」という。）

が博士の学位の授与を申請する場合の学位論文審査手数料の扱いについては、別に定

める。 

３ 前項の規定により学位論文等の提出があったときは、学長は、その学位の種類に応

じて適当と認める研究科委員会に審査を付託するものとする。 

４ 受理した学位論文等及び学位論文審査手数料は、いかなる理由があってもこれを還

付しない。 

（審査委員会） 

第６条 研究科委員会は、博士の学位論文等の審査及び試験を行うため、当該研究科の

審査委員３人以上からなる審査委員会を設ける。 

２ 研究科委員会の審議を経て、当該研究科以外の研究者を審査委員に加えることがで

きる。 

（試験の方法） 

第７条 試験は、博士の学位論文等を中心として、これに関係のある科目について行う
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ものとする。 

２ 第３条第３項の学力の確認は、別に定める方法による。 

３ 満期退学者が、退学後３年以内に第３条第３項の規定による博士の学位の授与を申

請した場合は、学力の確認を省略することができる。 

（審査期間） 

第８条 博士の学位論文等の審査及び試験は、学位論文等を受理した時から１年以内に

終了するものとする。ただし、特別の事由があるときは、研究科委員会の議を経て、

その期間を１年以内に限り延長することができる。 

（審査委員会の報告） 

第９条 審査委員会は、学位論文等の審査、試験及び学力の確認を終了したときは、直

ちに学位論文等の内容の要旨、学位論文等の審査の結果の要旨、試験結果の要旨及び

学力の確認の結果の要旨を、文書をもって研究科委員会に報告しなければならない。 

（研究科委員会の審議決定） 

第１０条 研究科委員会は、前条の報告に基づいて審議の上、博士の学位を授与すべき

かどうかを議決する。 

２ 前項の議決をするには、研究科委員会の構成員（海外出張中及び長期療養中の者を

除く。）の３分の２以上の出席を必要とし、かつ、出席者の３分の２以上の賛成がなけ

ればならない。 

３ 研究科委員会において必要と認めたときは、当該研究科若しくは他の研究科の教員

又は他の大学院の教員を、この審議に出席させることができる。ただし、その出席者は、

議決に加わることはできない。 

（研究科委員会の報告） 

第１１条 研究科委員会が博士の学位を授与できるものとしたときは、研究科の長は、

学位論文等とともに学位論文等の内容の要旨、学位論文等の審査の結果の要旨及び試

験の結果の要旨を、文書をもって学長に報告しなければならない。 

２ 研究科委員会が博士の学位を授与できないものとしたときは、研究科の長は、その

旨を文書をもって学長に報告しなければならない。 

（博士の学位授与） 

第１２条 学長は、前条の報告に基づき、博士の学位を授与すべき者には、学位記を授

与し、博士の学位を授与できない者には、その旨を通知する。 

（博士の学位登録） 

第１３条 本学が博士の学位を授与したときは、学長は、学位簿に登録し、文部科学大

臣に報告するものとする。 

（学位論文要旨の公表） 

第１４条 本学が博士の学位を授与したときは、その授与した日から３月以内に、その

学位論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を公表するものとする。 

（学位論文の公表） 

第１５条 本学において博士の学位を授与された者は、学位を授与された日から１年以

内に、その学位論文を公表しなければならない。ただし、学位授与前に公表したとき

は、この限りでない。 

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある
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場合には、学長の承認を受けて、当該学位論文の全文に代えてその内容を要約したも

のを公表することができる。この場合において、学長は、その学位論文の全文を求め

に応じて閲覧に供するものとする。 

３ 前２項の規定により学位論文を公表するときは、「広島市立大学審査学位論文」と

明記しなければならない。 

４ 第１項及び第２項の規定による学位論文の公表のほか、芸術学研究科においては、

研究科委員会の定めるところにより研究作品の公表をするものとする。 

（修士の学位の審査） 

第１６条 修士の学位の審査については、別に定める。 

（学位名称の使用） 

第１７条 本学において学位を授与された者が学位の名称を用いるときは、広島市立大

学と付記するものとする。 

（学位授与の取消） 

第１８条 本学において修士又は博士の学位を授与された者がその名誉を汚す行為をし

たとき又は不正の方法により学位を授与されたことが判明したときは、学長は、大学

院委員会の議を経て、学位の授与を取り消し、学位記を返還させ、かつその旨を公表

する。 

（委任） 

第１９条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 略 

 

 

 

 

 

 

別表第１（第４条関係） 

学 部 名       学 科 名           専攻分野の名称 

国 際 学 部        国 際 学 科 国 際 学         

情 報 科 学 部        

情 報 工 学 科 
情 報 科 学        

又は 

情 報 工 学        

知 能 工 学 科 

シ ス テ ム 工 学 科 

医 用 情 報 科 学 科 

芸 術 学 部        
美 術 学 科 

芸 術        
デ ザ イ ン 工 芸 学 科 
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別表第２（第４条関係） 

研 究 科 名       専 攻 名           専攻分野の名称 

国際学研究科        国 際 学 専 攻 

 国 際 学       、 

学     術 

又は 

平    和    学 

情報科学研究科 

情 報 工 学 専 攻 

     情 報 科 学 

又は 

   情 報 工 学 

知 能 工 学 専 攻 

シ ス テ ム 工 学 専 攻 

医 用 情 報 科 学 専 攻 

芸術学研究科        造 形 芸 術 専 攻 芸     術 

平和学研究科 平 和 学 専 攻 平  和  学 

 

 

 別表第３（第４条関係） 

研究科名 専 攻 名           専攻分野の名称 

国際学研究科        国 際 学 専 攻 

国 際 学       、 

学      術 

又は 

平    和    学 

情報科学研究科 情 報 科 学 専 攻 

    情 報 科 学 

又は 

  情 報 工 学 

芸術学研究科        総 合 造 形 芸 術 専 攻 芸        術 
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公公立立大大学学法法人人広広島島市市立立大大学学授授業業料料等等のの減減免免にに関関すするる規規程程  

平成22年4月1日 

規 程 第 7 4 号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、公立大学法人広島市立大学の入学検定料、入学料、授業料及び学位

論文審査手数料の減免等に関し必要な事項を定めるものとする。                

（定義） 

第２条 この規程において「広島市民」とは、次の各号のいずれかに該当する者をい

う。 

⑴ 入学の日の属する月の初日において引き続き１年以上広島市の区域内に住所を有す

る者 

⑵ 入学の日の属する月の初日において配偶者又は１親等の親族が引き続き１年以上広

島市の区域内に住所を有する者 

⑶ 理事長が前２号に掲げる者に準ずると認める者 

（入学検定料の免除） 

第３条 広島市立大学（以下「本学」という。）の入学試験（編入学試験を含む。）を受

けようとする広島市民であって、次の各号のいずれかに該当し、入学検定料の納付が

著しく困難であると認められるものについては、入学検定料を免除することができ

る。 

⑴ 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）の規定による保護を受けている世帯に属

する者 

⑵ 前号の世帯に準ずる程度に生活が困窮していると認められる世帯に属する者 

２ 入学検定料の減免を受けようとする者は、理事長の指定する日までに所定の入学検

定料減免申請書を理事長に提出しなければならない。 

３ 理事長は、免除を許可し、又は免除を不許可としたときは、遅滞なく、申請者に対

し、その旨を通知しなければならない。 

（入学料の減免） 

第４条 本学に学生として入学する者であって、次の各号のいずれかに該当し入学料の

納付が著しく困難であると認められるものについては、入学料の全額又は半額を免除

することができる。 

 ⑴ 入学前１年以内において、学資を主として負担している者（以下「学資負担者」

という。）が死亡した場合又は入学する者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受

けた場合 

⑵ 前号に準ずる場合であって、理事長が相当と認める場合 

２ 本学に学生として入学する広島市民であって、次の各号のいずれかに該当し、入学

料の納付が著しく困難であると認められる者については、入学料の全額又は半額を免

除することができる。 

 ⑴ 生活保護法の規定による保護を受けている世帯に属する者 

 ⑵ 前号の世帯に準ずる程度に生活が困窮していると認められる世帯に属する者 

３ 入学料の減免を受けようとする者は、入学手続の際、所定の入学料減免申請書を理

事長に提出しなければならない。 
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４ 理事長は、前項の入学料減免申請書を受理したときは、減免を許可し、又は減免を

不許可とするまでの間は入学料の徴収を猶予することとし、この旨を、減免の申請を

した者（以下この条において「申請者」という。）に対し、通知するものとする。 

５ 申請者が前項に規定する徴収猶予期間内に死亡したときは、未納の入学料の全額を

免除するものとする。 

６ 理事長は、減免を許可し、又は減免を不許可としたときは、遅滞なく、申請者に対

し、その旨を通知しなければならない。 

７ 理事長は、免除を不許可とした者及び半額免除の許可をした者に係る入学料を前項

の通知の日から起算して14日以内に徴収しなければならない。 

８ 免除を不許可とした者又は半額免除の許可をした者が、前項の徴収期限の到来前に

死亡したとき又は入学料を納付しないことにより学籍を有しないこととなるときは、

その者に係る未納の入学料の全額を免除するものとする。 

（授業料の減免） 

第５条 経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる学

生については、前期又は後期に係る授業料の全額、半額又は４分の１に相当する額を

免除することができる。 

２ 死亡又は行方不明のため学生の学籍を除いたときは、当該学生に係る未納の授業料

の全額を免除することができる。 

３ 入学料又は授業料を納付しないことにより学籍を有しないこととなる者について

は、未納の授業料の全額を免除することができる。 

４ 第１項の規定により、前期又は後期に係る授業料の減免を受けようとする者は、当

該期に係る授業料の納付期限前に、所定の授業料減免申請書を理事長に提出しなけれ

ばならない。 

５ 理事長は、前項の授業料減免申請書を受理したときは、免除を許可し、又は免除を

不許可とするまでの間は授業料の徴収を猶予することとし、この旨を、減免の申請を

した者（以下この条において「申請者」という。）に対し、通知するものとする。 

６ 理事長は、免除を許可し、又は免除を不許可としたときは、遅滞なく、申請者に対

し、その旨を通知しなければならない。 

７ 理事長は、免除を不許可とした者及び半額又は４分の１に相当する額の免除の許可

をした者に係る授業料を前項の通知の日から起算して１４日以内に徴収しなければな

らない。 

（授業料の徴収猶予） 

第６条 前条第５項に定める場合を除くほか、次の各号のいずれかに該当すると認めら

れる学生については、前期又は後期に係る授業料の徴収を猶予することができる。 

⑴ 経済的理由により納付期限までに納付することが困難であり、かつ、学業優秀と認

められた学生 

⑵ 行方不明の学生 

⑶ 本人又は学資負担者が風水害等の災害を受けた学生 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、その他やむを得ない事情があると認められる学生 

２ 前項の規定により、授業料の徴収の猶予を受けようとする者（前項第２号に掲げる

者にあっては、学生に代わる者）は、前期又は後期に係る授業料の納付期限前に、所

定の授業料徴収猶予申請書を理事長に提出しなければならない。 
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３ 前条第５項から第７項の規定は、前項の授業料徴収猶予申請書を受理した場合につ

いて準用する。 

（月割りによる納付） 

第７条 特別の事情があると認められる学生については、授業料の月割りによる分納を

許可することができる。 

２ 前項の場合において、納付すべき１月当たりの額は、授業料の年額の１２分の１に

相当する額とする。 

３ 前項の規定により授業料の月割分納の許可を受けている者に対し、その申請により

退学を許可したときは、退学の日の属する月の翌月以降に納付すべき未納の授業料の

全額を免除することができる。 

（その他の入学検定料等の免除） 

第８条 前各条に規定するもののほか、次の各号に掲げる入学検定料、入学料又は授業

料については、これを免除することができる。 

⑴ 本学を退学した日の翌日から起算して２年を経過する日（当該日が前期又は後期の

末日に当たる場合は、その翌日）までに、退学前に所属していた学科又は専攻に再入

学する者に係る入学検定料及び入学料 

⑵ 本学と学術交流協定を締結した海外の大学の推薦を得て本学大学院への入学を志願

する者に係る入学検定料 

⑶ 国費外国人留学生に採用が決定された者に係る入学検定料、入学料及び授業料（た

だし、国が負担しない場合に限る。） 

⑷ 国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）及び国連ＵＮＨＣＲ協会との難民を対象

とする推薦入学制度に関する協定書に基づき国連難民高等弁務官事務所等の推薦を得

て入学する者に係る入学検定料、入学料及び授業料 

⑸ 大学院平和学研究科に入学する者であって平和創造及び平和維持のための活動を行

う機関等に所属する者（理事長が別に定める者に限る。）に係る入学料及び授業料 

（学位論文審査手数料の減免） 

第９条 本学大学院の博士課程に所定の修業年限以上在学し、所定の単位を修得し、か

つ、学位論文の作成等に対する指導を受けた後退学した者が、再入学しないで退学し

たときから１年以内に学位論文を提出し、博士の学位の授与を申請するときは、学位

論文審査手数料を免除することができる。 

（委任） 

第１０条 この規程の施行について必要な事項は、理事長が別に定める。 

 

   附 則 略 



― 73 ―

広島市立大学大学院芸術学研究科履修規程 

                            平成２２年４月１日 

                            規 程 第 ８ ５ 号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、広島市立大学大学院学則（平成２２年公立大学法人広島市立

大学学則第２号）第１９条第３項の規定に基づき、大学院芸術学研究科（以下「研

究科」という。）における授業科目の履修方法等に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

 （指導教員） 

第２条 研究科委員会は、授業科目の履修の指導並びに修了制作、学位論文及び研

究報告書に対する指導を行うために、入学後速やかに、学生ごとに指導教員を定

める。 

２ 学生は、指導教員の変更を希望するときは、関係指導教員の指導を得て研究科

長に願い出て承認を得なければならない。 

 （研究計画） 

第３条 学生は、指導教員の指導により入学後速やかに研究計画を研究科長に届け

出なければならない。 

 （授業科目の履修時期等） 

第４条 各専攻における授業科目の履修時期及び授業時間割表は、毎学年の始めに

発表する。 

 （履修方法） 

第５条 学生は、指導教員の指導により、履修しようとする授業科目を決定し、当

該授業科目担当教員の承認を得て、毎学期の授業開始日から２週間以内に所定の

履修届を研究科長に提出しなければならない。 

２ 前項に規定する履修届を提出しない者は、履修を認めない。ただし、特別の事

情があると認められる場合で、当該授業科目担当教員の承認を得たときは、この

限りでない。 

 （修了制作等の提出） 

第６条 学生は、別に定める期日までに修了制作及び学位論文（博士前期課程にお

いては、研究報告書）、又は修士論文を指導教員の承認を得て研究科長に提出し
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なければならない。 

 （修了制作等の審査） 

第７条 修了制作及び学位論文（博士前期課程においては、研究報告書）、又は修士

論文の審査については、別に定める。 

 （成績評価） 

第８条 授業科目の成績は、試験、実技、実習及びレポートの成績を総合して評価

する。 

２ 成績の表示は、別表のとおりとし、秀、優、良及び可を合格とし、所定の単位

を与える。 

 （委任） 

第９条 この規程に定めるもののほか、研究科における授業科目の履修方法等に関

し必要な事項は、研究科委員会の議を経て、学長が別に定める。 

   附 則 略 

    

別表（第８条関係） 

評   価 評   点 

秀 ９０点～１００点 

優 ８０点～８９点 

良 ７０～７９点 

可 ６０～６９点 

不 可 ５９点以下 
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広島市立大学長期履修学生規程 
 

平成23年3月30日 

規 程 第 4 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、広島市立大学大学院学則（平成２２年公立大学法人広島市立大学

学則第２号）第２６条第２項の規定に基づき、長期履修学生に関し必要な事項を定め

るものとする。 

（申請資格） 

第２条 長期履修学生として申請することのできる者は、次の各号のいずれかに該当す

る者とする。 

 ⑴ 社会人に特定した入試制度により入学した者 

⑵ その他長期履修が必要となる特別な理由があると認められる者 

（申請手続） 

第３条 長期履修学生となることを希望する者は、入学年次の４月末（秋季入学者にお

いては１０月末）までに、次の書類を添えて学長に申請しなければならない。 

 ⑴ 長期履修学生申請書（様式第１号） 

⑵ その他必要と認められる書類 

２ 在学生が中途から長期履修学生となることを希望する場合は、２月末（秋季入学者

においては８月末）までに、前項各号に規定する書類を添えて学長に申請しなければ

ならない。ただし、最終年次（博士前期課程２年目、博士後期課程３年目）に在学す

る者は申請できないものとする。 

（許可） 

第４条 前条の申請に対しては、研究科委員会の議を経て、学長が許可する。 

（長期履修期間） 

第５条 長期履修学生として、修業年限を超えて一定の期間にわたり、計画的に教育課

程を履修することを認められた期間（以下「長期履修期間」という。）は、研究科の課

程に応じ次のとおり定める。なお、休学の期間は、長期履修期間に算入しない。 

 ⑴ 修士課程及び博士前期課程 

   入学時から３年又は４年 

 ⑵ 博士後期課程 

   入学時から４年、５年又は６年 

（延長及び短縮） 

第６条 長期履修期間の延長又は短縮を希望する者は、当該延長又は短縮を希望する年

度の前年度の２月１日から２月末（秋季入学者においては同年度の８月１日から８月

末）までの間に長期履修期間変更申請書（様式第２号）及びその他必要と認められる

書類を添えて学長に申請しなければならない。 

２ 前項の申請に対しては、研究科委員会の議を経て、学長が許可する。 

３ 第１項に定める延長及び短縮は、１回限りとする。 

４ 長期履修期間の最終年次に在学する者は、許可された長期履修期間の延長又は短縮

を申請できないものとする。 
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（授業履修の指導） 

第７条 指導教員は、長期履修学生の履修期間に応じて授業履修が計画的に行われるよ

う必要な指導を行うものとする。 

（委任） 

第８条 この規程に定めるもののほか、長期履修学生に関し必要な事項は、教務委員会

の議を経て、学長が別に定める。 

 

   附 則 

 略 
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広島市立大学大学院におけるＧＰＡ制度に係る実施要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、広島市立大学大学院国際学研究科履修規程第10条、広島市立大学大

学院情報科学研究科履修規程第16条、広島市立大学大学院芸術学研究科履修規程第９条、

又は広島市立大学大学院平和学研究科履修規程第11条の規定に基づき、広島市立大学大

学院（以下「本学大学院」という。）におけるグレードポイントアベレージ（以下「Ｇ

ＰＡ」という。）制度について必要な事項を定め、学生の学習意欲を高めるとともに、

厳格な成績評価と学生支援に資することを目的とする。 

 （定義） 

第２条 ＧＰＡとは、成績評価を受けた科目毎の５段階評価を４から０までのグレードポ

イント（以下「ＧＰ」という。）に置き換えたものに単位数を乗じ、その総和を成績評

価を受けた授業科目の単位数の合計で除して得られる１単位当たりの平均値をいう。 

２ ＧＰＡ対象科目は、次に掲げる授業科目とする。 

⑴ 本学大学院の授業科目であって、その修得した単位を修了の要件となる単位として

認めることができることとされているもの 

⑵ 本学大学院在学中に、他の大学の大学院において履修した授業科目であって、その

修得した単位を修了の要件となる単位として認めることができることとされているも

の 

３ 前項の規定にかかわらず、５段階評価に係る成績評価によらず単位を認定した科目及

び成績評価が未済となっている授業科目については、ＧＰＡの対象から除く。 

（成績評価及びＧＰ） 

第３条 各研究科等で定める成績評価及びＧＰは、次のとおりとする。 

評価 評点 GP 

秀 （S） 90-100点 ４ 

優 （A） 80- 89点 ３ 

良 （B） 70- 79点 ２ 

可 （C） 60- 69点 １ 

不可（D） 0- 59点 ０ 

認定  対象外 

評価未済  対象外 

 

（ＧＰＡの種類及び計算方法） 

第４条 ＧＰＡは、当該学期に成績評価を受けた第２条第２項に規定するＧＰＡ対象科目

について、学期ＧＰＡ及び通算ＧＰＡに区分し、各区分の定める方法により計算するも

のとし、計算値は小数点以下第３位を四捨五入して表記するものとする。 

⑴ 学期ＧＰＡ 

学期ＧＰＡは、当該学期の授業科目ごとに得たＧＰに当該授業科目の単位数を乗じ

る計算を、当該学期に成績評価を受けた授業科目分行い、その合計を当該学期に成績

評価を受けた授業科目単位数の合計で除して算出する。 

学期ＧＰＡ＝（当該学期に成績評価を受けた授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位

数）の合計／当該学期に成績評価を受けた授業科目の単位数の合計 
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⑵ 通算ＧＰＡ  

通算ＧＰＡは、入学時から当該学期までの授業科目ごとに得たＧＰに当該授業科目

の単位数を乗じる計算を、入学時から当該学期 までに成績評価を受けた授業科目分

行い、その合計を入学時から当該学期までに成績評価を受けた授業科目の単位数の合

計で除して算出する。 

通算ＧＰＡ＝（入学時から当該学期までに成績評価を受けた授業科目のＧＰ×当該

授業科目の単位数）の合計／入学時から当該学期までに成績評価を受

けた授業科目の単位数の合計 

通算ＧＰＡの算出に当たって用いる一の授業科目に係るＧＰは、当該授業科目に係

る最も新しい一の評価に係るものとする。 

（履修の取消し） 

第５条 学生は、一度履修登録した科目であっても、当初想定していた履修計画、受講目

的が達成されないなどの理由により履修を取り消すことができる。 

２ 履修の取消しは、予め各学期の履修登録時に学生へ提示する期間に限り行うことがで

きる。ただし、当該期間後に開講される集中講義科目については、この限りではない。 

３ 原則として、必修科目及び担当教員が授業の形態から取り消しできないとシラバス等

で明記した科目は、履修取消の対象外とする。 

４ 前２項の規定にかかわらず、病気・事故等やむを得ない事情による場合は、履修取消

期間以降においても医師の診断書等を付して履修を取り消すことができる。 

５ 取り消した科目は成績原簿に「取消（W）」と記載し、成績証明書には記載しない。 

（ＧＰＡの記載） 

第６条 成績証明書に通算ＧＰＡを、成績原簿に通算ＧＰＡ及び学期ＧＰＡを其々記載す

る。 

（経過措置） 

第７条 平成22年３月31日において現に在籍する者（以下「在籍者」という。）及び在籍

者の属する年次に転入学又は再入学する者について、成績原簿及び成績証明書には、学

期ＧＰＡ及び通算ＧＰＡの記載は行わないものとする。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、ＧＰＡの取扱いに関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 略 
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